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人口減少や高齢化など、土佐町を取り巻く状況は複雑さを増し、対応するべき地域課題も増えてきて

います。その中でも、地域を次世代に繋ぎ、これからも持続可能な土佐町としていくことが必要です。 

まちでは現在、２つの取組を軸にまちづくりを進めています。ひとつは 2019 年度に実施した「町民

幸福度調査」。もうひとつは 2015 年に国連で採択され、2030 年に達成を目指す SDGs（持続可能な

開発目標）。これまで土佐町が大事にしてきた「昔からある暮らし」の価値をしっかりと次世代にも繋い

でいくとともに、激動する世界の変化にも対応できる姿を目指します。「町民幸福度と SDGs に基づく

持続可能なまちづくり」を通じて、「誰ひとり取り残さない」町政を実現していきます。 

第７次土佐町振興計画は、町民と議会及び行政がしっかりと協働しながら、2030 年に向けてこうし

たまちづくりを実現していくための指針となるものです。可能な限り多くの町民の皆様の声を反映させ

るとともに、まちづくりに参画する住民の方が増えていくことを目指し、この度、新たな第７次土佐町

振興計画を策定します。 
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本計画は、土佐町民がより豊かで幸せに暮らせるよう、また計画的で持続可能な行政運営を行ってい

くための方向性を示しています。 
計画の期間は１０年間（目標年度：２０３０年度）としています。 
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 本計画は、令和元年度から令和２年度の期間で策定しました。 
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 土佐町は四国の中央部、吉野川の現流域に位置する、山間の町です。 

 町のなりたちは古く、縄文土器、石斧等が各所から出土している。足利時代末期から戦国時代にかけ

て士豪の戦闘が繰り返された後、江戸時代に山内家の執政となった野中兼山の開田事業・用水事業によ

り現在の町の基礎が形成されています 

  

1955 年土佐郡地蔵寺村及び森村、長岡郡田井村の合併により土佐村が発足し、その後、北部地域の

編入合併を経て、1970 年に町制を施行し土佐町となりました。平成の大合併においても、住民投票に

より単独自治体として残ることを選択し、現在に至ります 

 

 町の中心部には西日本最大級の多目的ダムであり、「四国の水がめ」とも称される早明浦ダムがあり、

他の四国３県に水を送っています。また吉野川の支流である瀬戸川及び平石川から高知分水を通じて高

知市鏡ダムへと水を送っており、高知市の水道水の約３割をまかなっています。平均年間降水量

2,700mmと非常に雨が多い水源のまちであり、近年では「水で活きる」をコンセプトとしたまちづく

りも行ってきました。こうした水源を守るため、中山間地域には珍しく、県内有数の下水道整備率を誇

っています。 

 

 標高 250〜1,500mの起伏に富んだ山岳地形に棚田や山林が広がっている一方で、中心市街地には

量販店や飲食店、病院などの生活サービスが徒歩圏にまとまっており、「豊かな自然環境」と「歩いて暮

らせる町」の両方の側面を併せ持っています。四国４県の県庁所在地や空港へのアクセスも良く、全体

として「暮らしやすい町」であると言えます。 
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 土佐町に暮らす住民の誰もが幸せを実感できるまちづくり、また持続可能なまちづくりを目指して、

土佐町住民がその暮らしの中で感じる幸福感について調査し、今後の町振興計画の策定や各種施策を通

じてより良い町政の運営に繋げていくことを目的としています。 
 

A*B:;'?@ !
調査結果の概要は以下のとおり実施しました。!

!

町民アンケート調査の概要 

調査地域 土佐町全域 

調査対象 町内に在住する住民 

調査方法 

役場職員等の訪問による調査票の配布及び回収 

WEBサイト「とさちょうものがたり」によるアンケート 

入力 

対象者数（配付数） 763 人 

有効回答数 604 

有効回答率 79.2％ 

実施期間 2019 年４月～５月 

 

A-B:;EF !
 調査の枠組みとして８つの要素が土佐

町民の主観的な幸福度にどのような関連

性があるか調査しました。 
 
 国内外で使用されている代表的な主観

的幸福度を図る尺度を用いるとともに、

ブータン国に代表される国民幸福度

（GNH）指標（一部改訂を含む）及び土

佐町独自の尺度を用いて調査を実施しま

した。 
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 現在の幸福感について 10段階で回答してもらうものです。この尺度の構成要素には、例えば「家族

と過ごせている」という種類の幸福や、「ライバルとの競争に勝った」という喜び、「宝くじに当たった」

とラッキーといった感情が混在しています。この 10段階のうち、7,8,9,10 を「幸福」、4,5,6を「普

通」、1,2,3 を「不幸」に分類しました。 

 結果、回答者の 49.7％が「幸福」、43％が「普通」、6.5％が「不幸」に分類し、回答者の 92.7％が

普通以上の幸福感を感じて生活している様子がうかがえます。 

 

 もう一つの尺度は、心理学者E・ディーナーが開発した「主観的幸福尺度（人生満足度）」です。この

尺度は被験者が過去、現在、未来の主観的幸福を考えながら回答するもので、より心理的な状態が反映

されやすいといった特徴があります。この尺度の最小値は５、最大値は３５です。 

 結果、被験者の主観敵幸福度の平均値は 21.98 でした。他の地域と比較することがあまり意味がな

いことを断ったうえで、この尺度による日本人の平均値はある調査で 19 であったため、アンケートに

参加した土佐町の住民の幸福度はその日本人の平均値よりも高めの状態といえると考えられます。 

 
〔現在の幸福度および５年後の幸福度（10段階尺度）〕 

 !"#$%  &'#$%  &'()#$%  *!#$%  

+,-!".  49.7 43.0 92.7 6.5 

5 /0-!".  38.1 47.5 85.6 12.4 

12  -11.6 +4.5 -16.1 +5.9 

     

!".#3456.%  789  21.98 :;9  22 
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 本調査から、土佐町における幸福度向上の主な特徴について、以下の社会・経済・環境での要因が考

えられます。 
 

〔幸福度向上に関連すると考えられる要因〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
!

 健康かつ一定の生活水準で暮らせること、自然との共生や、次世代を育てていくことへの関心と、

幸福度との高い相関がありそうです。これらは土佐町の暮らしへの満足感や愛着にも繋がり、それが

地域の食や暮らしを大事にすることにも繋がっていきます。そうした「地域社会における幸福資源」

の好循環を捉え、今後の町振興計画の策定や各種施策を通じてより良い町政の運営に繋げていくこと

が求められます。  

健康状態 

好奇心・新規性 

知識やスキル向上 
読書習慣 

地元食材を食べる 

生活水準 
（所得水準） 

自然との共生・環

境保全意識と行動 
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コミュニティへの帰属意識 文化や特色への愛着 地域行事への参加 
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町政運営の指針となる「土佐町第６次振興計画」の後期基本計画の進行状況を把握するとともに、令

和３年度から始まる次期計画の策定に向けた基礎資料とすることを目的としています。!

 

A* B:;'?@ !
調査結果の概要は以下のとおり実施しました。!

!

 〔町民アンケート調査の概要〕 

調査地域 土佐町全域 

調査対象 町内に住所のある 18 歳以上の方の中から， 

無作為に 1,000 名 

調査方法 郵送配付、郵送回収 

対象者数（配付数） １,000 人 

有効回答数 427 

有効回答率 42.7％ 

実施期間 令和２年 2月 

!

A- B:;EF !
! 回答者の基本属性!

〔性別、年齢、職業、居住地区、同居家族（回答者含む）〕!

! 町政について!

〔施策の実感度と重要度〕!

! 土佐町のイメージについて!

〔土佐町の誇に思えるもの、良いところ、課題と思うところ〕!

!

Ad B:;<='efg !
①!単数回答の場合の集計及び表示!

・設問どおり「１つ」を回答したものが対象となる。!

・単数回答の場合は、「全体」の値（無回答を含む）と合計値とが一致する。!

②! 複数回答の場合の集計及び表示!

・設問どおり「２つ」「３つ」等を回答したものが対象となる。!

・複数回答の場合、「全体」の値（無回答を含む）と合計値とは一致しない。!

・構成比は、各々の回答数を該当する「全体」数で除した値であり、合計値は "##％にならない。!

③! 構成比の算出及び表示!

・構成比は表内の各項目の値を「全体」の値で除して算出している。!

・小数点第２位を四捨五入しているので、各構成比と合計値は一致しない場合がある。!

・図表中の「Ｎ」は、該当質問における有効回答者総数を表す。! !
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 男性が 49.2％（210 人）、女性が 48.0％（205 人）となっています。 
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 75 歳～79 歳が 12.4%と最も多く、次いで 60 歳～64歳、65～69 歳が 11.7%、55～59 歳が

9.6%などとなっている。高齢者が 50.1%と約半数の回答割合となっています。 
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 田井地区が 32.8%と最も多く、次いで森地区 22.2%、相川 12,6%、松ケ丘 8.9%などとなってい

ます。 
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 「65 歳以上の同居人がいる」が 54.3%と最も多く、「18 歳未満の同居人がいる」17.3%、「同居人

はいない（単身）」が 13.1%となっています。 
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 クロス集計/年齢別・地区別 
年齢別でみると、「18 歳未満の同居人がいる」回答者は 30 歳～49 歳に多い。「同居人がいない（単

身）」は 18 歳～34歳で 10%以上みられる他、65 歳～69 歳の 12.0%から年代毎に増加し 85 歳以

上で 25.0%となっています。 

地区別でみると、和田地区では「18 歳未満の同居人がいる」の回答者が 0.0%で、「同居人がいない

（単身）」割合が 50.0%と最も高いです。 
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実感度について、『実感できる』（「とても実感できる」＋「まあ実感できる」）で「畜産の振興」が54,8%

と最も多く、次いで「観光の振興」は48.5%と約半数を占めます。「雇用対策の充実」においては、『実

感できない』（「全く、実感できない」＋「あまり実感できない」）が37%となっており、「林業の振興」

「商工業の振興」は約3割となっています。 

重要度において、『力を入れるべき』（「積極的に力を入れる」＋「力を入れる」）の割合が最も高いの

は「農業の振興」となっており、次いで「雇用対策の充実」となっています。また、それぞれの項目に

おいて、「力をいれなくても良い」の割合は1割未満となっています。 
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8 " 9:;<=>?@AB?&CD./0 "

実感度について、『実感できない』（「全く、実感できない」＋「あまり実感できない」）の割合が最も

高いのは「公共交通の充実」36.8%となっており、次いで「土地の有効利用」35.1%となっています。 

重要度において、『力を入れるべき』（「積極的に力を入れる」＋「力を入れる」）の割合が最も高い

のは「道路網の充実」となっており、次いで「公共交通の充実」となっています。 
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E " FG%HIJKLMNOP*./0 "

実感度について、『実感できる』（「とても実感できる」＋「まあ実感できる」）の割合が最も高いのは、

「健康づくりの総合的推進」65.6%で半数以上を占めます。 

重要度において、『力を入れるべき』（「積極的に力を入れる」＋「力を入れる」）の割合が最も高い

のも「健康づくりの総合的推進」となっており、次いで「子育て支援の充実」「高齢者支援の充実」な

どとなっています。 
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Q " RS%FTU?&VW./0 "

実感度について、『実感できる』（「とても実感できる」＋「まあ実感できる」）で「上水道の整備」「下

水道の整備」が約半数を占めます。 

重要度において、『力を入れるべき』（「積極的に力を入れる」＋「力を入れる」）の割合が最も高い

のは「消防・防犯の充実」となっており、次いで「防犯・交通安全の充実」「廃棄物処理の充実」など

となっています。 
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X " Y;Z[\]/^_LZ[OP*./0 "

実感度について、「学校教育の充実」「生涯学習社会の形成」「青少年の健全育成」は、『実感できる』

（「とても実感できる」＋「まあ実感できる」）約$割、「どちらでもない」約$割となっています。!

重要度において、『力を入れるべき』（「積極的に力を入れる」＋「力を入れる」）の割合が最も高い

のは「学校教育の充実」となっており、次いで「青少年の健全育成」となっています。 
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` " @aU%bcIdeOP*./0 "

実感度について、全項目において「どちらでもない」の回答割合が高く約$～%割を占めます。!

重要度において、『力を入れるべき』（「積極的に力を入れる」＋「力を入れる」）の割合が最も高い

のは「自立した自治体経営の推進」59.7%、「地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・協働のまちづくりの推進」57.8%となって

います。 
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1 )f4;g2hi4Ojk 5  
土佐町第６次振興計画後期基本計画の施策に関する&' 項目の実感度、重要度について指数化し、相関

関係を４象限で表しました。!

指数の計算方法、図の見方などは以下のとおりです。!

!

" ! #$%&'()*+ !

! ! 実感度指数は各項目の回答を、とても実感できる（５点）、まあ実感できる（４点）、どちら

ともいえない（３点）、あまり実感できない（２点）、全く、実感できない（１点）として、

その項目に対する回答者数の合計で除した。!

! ! 重要度指数は各項目の回答を、積極的に力を入れる（５点）、力を入れる（４点）、どちらと

もいえない（３点）、あまり力を入れなくても良い（２点）、力を入れなくても良い（１点）

として、その項目に対する回答者数の合計で除した。!

! ! 図の原点は各指標の平均値となっている。!

!

" ! ,%-./ !

! "# $% &' $()*+, -
実感度を低下させないために、現在の⽔準を

維持・向上させることが求められる可能性があ
る。 

 
."#$/+0 1 &' $ 2 3, -

社会的意義や法律的な義務付け等への配慮
は必要であるものの、財政状況によっては⾒直
しを⾏う可能性がある。 

 
4"#$230 1 &' $/+, -

住⺠の期待に対して⼗分対応できていない
ことが考えられ、住⺠満⾜度を向上するために
優先して取り組まなければならない可能性が
ある。 

 
5 "# $% &' $()*3, -

重要度（住⺠の期待）が低いため、実感度を
上げるための対策は必ずしも緊急ではない可
能性がある。 
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Tl mnoO 67 4; 23 4Ojk "

実感度、重要度ともに高い項目は「12 健康づくりの総合的推進」「14 子育て支援の充実」などがあ

ります。 

実感度は高く、重要度が低い項目は「31 地域コミュニティ協働のまちづくり推進」「26 生涯学習社

会の形成」などがあるが、項目は少なくなっています。 

実感度が低く、重要度が高い項目は「6 雇用対策の充実」「10 公共交通の充実」「1 農業の振興」「3 

林業の振興」などがあります。 

実感度、重要度ともに低い項目は「29 地域間交流の推進」「30 人権尊重・男女共同参画の推進」「24 

消費者対策の充実」などがあります。 
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pq rs)OtuY\vIwxy mnoO 67 4; 23 4Ojk "

実感度、重要度ともに高い項目は「14 子育て支援の充実」「25 学校教育の充実」などがあります。 

実感度は高く、重要度が低い項目は「31 地域コミュニティ協働のまちづくり推進」「20 下水道の整

備」などがあります。 

実感度が低く、重要度が高い項目は「10 公共交通の充実」「6 雇用対策の充実」「8 住宅施策の推進」

「1 農業の振興」「3 林業の振興」などがあります。 

実感度、重要度ともに低い項目は「30 人権尊重・男女共同参画の推進」「29 地域間交流の推進」

「24 消費者対策の充実」などがあります。 

"

"

"

"

! "

! "#$%&

' ()$%&

*+#$%&

, -.#$%&

/ 01$%&

23456$78

9:;$<=>4

?@AB6$CD

EFGH$78

!I JKLM$78

!! NOP$CD

!' QRSTU$
VWXCD

!* ;YZ[$78

!, \]^_`$78

!/ abc_`$78

!2 dec_`$78

!9 fghd$78

!? ijkl0$hmnop

!EqrF$st
'I urF$st

'! vwxyz$78

'' {|k|}$78

'* |~kLM•m$78

', {€c56$78

'/ •‚ƒ]$78

'2 „…•†fg$‡ˆ

'9 ‰PŠ‹$%&n‰
PŒ)$h•kŽ4

'? ••‘$Qm]ˆ

'E ;Y’L“$CD

*I ”•–—k˜™Kš
›œ$CD

*! ;Y •žŸ ¡¢ k£¤$
¥¦STU$CD

*' §¨©ª§«¬­®$CD

* '̄

*¯,

*¯2

*¯?

,¯I

, '̄

,¯,

,¯2

'¯, '¯/ '¯2 '¯9 '¯? '¯E *¯I *¯! * '̄

a

!

—
°
±

"
²

² ! 8³± " a

´µ *¯E,

´µ '¯?,

!"# &$' (



 
 

21 

z{ r|} mnoO 67 4; 23 4Ojk "

実感度、重要度ともに高い項目は「12 健康づくりの総合的推進」「14 子育て支援の充実」「17 社

会保障の充実」「22 消防・防災の充実」などがあります。 

実感度は高く、重要度が低い項目は「27 文化芸術の振興と文化遺産の保存・活用」「生涯学習社会の

形成」などがあります。 

実感度が低く、重要度が高い項目は「1 農業の振興」「10 公共交通の充実」「3 林業の振興」「6 雇

用対策の充実」などがあります。 

実感度、重要度ともに低い項目は「29 地域間交流の推進」「30 人権尊重・男女共同参画の推進」

「24 消費者対策の充実」などがあります。 
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 「早明浦ダム」、「緑（自然）」が 52.2%と最も多く、次いで「棚田がある」45.4%、「犯罪が少ない」

42.2%、「山がある」38.9%などとなっています。 
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 土佐町の良いところについて、「地域・近所の付き合い」が 22.5%と最も多く、次いで「地域の支

え合う風土」20.6%、「早明浦ダム」「緑（自然）」19.9%などとなっています。 

 土佐町の気になるところ（課題）について、「林業」が 19.4%と最も多く、「観光資源」18.0%、

「農業」17.8%、「商業」「学校教育」16.9%などとなっており、以下 10.0%以下となっている。産

業や教育に関して課題の意向がみられます。 
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【土佐町の良いところ】 
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【土佐町の気になるところ（課題）】 
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 農林畜産業が 14.3%と最も多く、次いで生活環境（環境・景観・防災等）が 10.3%、福祉が

9.1%、コミュニティ 6.3%などとなっています。 
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 ご自身や地域での取り組みについて、選択した「取り組みのジャンル」から普段ご自身で取組んでい

ることや今後取り組んでみたいことについての自由意見について以下の通りとなっています。 
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 下記のグラフは、土佐町の総人口の推移を示したものとなっています。 

 人口の推移をみると、1980 年にはすでに人口減少の局面にはいっていたこことがわかります。

2005 年には 5,000 人を切り、2015 年には 4,000 人を切り、2020 年に行われる国勢調査では、

さらに人口減少が進んでいくものと予想されます。 

 2015 年に行われた国政調査では 3,997人となっていますが、1980 年の 6,663 人と比べて、約

40.%の減少となっています。 
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年齢３区分別人口をみると、生産年齢人口（15～64 歳）は 1980 年以降一貫して減少傾向にあり

ます。2015 には 1,823 人となり、1980 年から 30 年間で約 58％の減少となりました。年少人口

（０～14歳）についても同様に、2015 年では 382 人と減少が緩やかになっています。 

年少人口（０～14 歳）と生産年齢人口（15～64 歳）が年々減少する一方で、老年人口（65 歳以

上）は増加しています。1985 年には老年人口が年少人口を上回り、2015 年には、老年人口が年少人

口の約4.7倍となっています。 

また、高齢化率も 1980 年の 16.9％から年々上昇しており、1990 年には超高齢化社会へと突入し

ています。2015 年には 44.8％となっていますが、これは生産年齢人口約 1.2 人で１人の老年人口を

支えるという計算になります。 
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2010 年から 2015 年までの５歳階級別人口ピラミッドの推移をみると、一定の人口規模を持つ団

塊世代が 65 歳以上に転じることから、生産年齢人口の減少が著しく進んでいることがみられ、ピラミ

ッドの形の「つぼ型」（少産少死型：年少人口が少なく、老年人口の多い型）が顕著にみられます。 

一方、年少人口では、0～4歳の女性、5～9 歳の男性では人口増が子育て世代の転入や子どもの出生

数の増加がみられます。 

85 歳以上は、2015 年で 300 人を超えており、2020 年の国勢調査では、さらに急激な高齢化率

の上昇が予想されます。 
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本町の平成７（1995）年以降の出生数の推移をみると、平成７年（1995）年以降は常に 50 人以

下となっています。出生数に大きな変動はなく、毎年一定して 20 人から 30 人程度となっています 

死亡数は 1995 年から 2019 年まで、70 人から 90 人程度を変動しており、2012 年の 102 を

ピークに減少傾向になっています。 

自然増減（出生数マイナス死亡数）の推移をみると、平成７（1995）年以降、一貫して自然減とな

っています。死亡数の増加に伴い、徐々に減少幅が大きくなる傾向がありますが、今後も高齢化と少子

化による自然減がより進行していくと考えられます。 
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def gh /ijk\/ _ ^ _ `ab !
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15 歳から 39 歳までの女性の人口をみると、2000 年には 442 人から減少傾向で、2015 年には

306人まで減少しています。 

!

_h ;l ]m ;no#$%&' !

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

!

-

-

!

-

CD*+,-. !

! !

!" #$
%% %"

%&

&&
%' ()

!*

"$
"'

%!

$'*

!#
#%

")

$$!

$'(

!#

!&

&&*

(""

(*#

('"

'

%'

$''

$%'

*''

*%'

(''

(%'

&''

&%'

%''

*''' ! *''% ! *'$' ! *'$%!

$%+$) " *' +*&" *%+*) " (' +(&" (%+() "

#$%



 
 

35 

?QA ijkl`aP%EF !

 合計特殊出生率の動向としては、全国、高知県、近隣市町村いずれも 2003 年～2008 年を底

として上昇に転じているが、土佐町の上昇幅は他よりも大きくなっています。このため 2009 年

～2012 年の数値は、本町を含む管轄保健所管内で最も高くなっています。 
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  本町の転入数は、1995 年ごろには 200 人程度で、2006年ごろには 100 人程度まで減少し、

2013 年には 100 人を切りましたが、その後、多少上下しながら増加傾向がみられましたが、2019

年では 93 人と 100 人を切っている状況です。 

  転出数は、1995 年以降変動はあるものの、減少傾向にあり、2019 年では 103 人と 100 人程

度の転出数となっています。 

  社会増減は、2013 年までほぼ社会減でしたが、2016 年に社会増に転じ、以降変動はあるもの

の、縮小傾向にあります。 
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def gh /ijk\/ _ ^ _ `ab !
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?GAqgM %CDFr !

 平成 29 年の男女別の人口移動をみると、男性は 30～39 歳の県内転出超過で、県外からの転入が

多くみられます。女性は、いずれも県内からの転入、転出が多くみられ、全体では 20 歳代の転出超過

が顕著にみられます。 

また、0～9 歳女性、30～39 歳女性、40 際以降の男性が転入超過であることから、ファミリー層

が土佐町へ転入した傾向がみられます。 
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 平成 30 年の男女別の人口移動をみると、男性では 20 代の人口移動が多い上、転出超過となってい

ます。女性も 20～30 代の人口移動が多くみられ、20 代は県外への転出が多く、30 代は県内転出が

多くみられます。 
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AdB}~tu•# !
 国立社会保障・人口問題研究所の人口推計では、前回推計値と比較すると、人口減少の傾向が大きく

なっており、2060 年では、前回推計では 1869 人に比べ今回推計では 1748 人となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一方で、高齢化率の推計をみると、今回推計では、2030 年に 50.1%とピークを達した後、2060

年では、44.3%と前回推計と比べ、高齢化率が減少してい結果となっています。 
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 年齢３区分別の推計を比較すると、老年人口（65 歳以上）の減少がみられ、2060 年では前回推計

では 956人に対し、今回推計では 774人となっています。また、生産年齢人口は、前回推計よりも減

少傾向にありますが、2060 年には前回推計 757人に対し、今回推計では 768 人と微増に転じてい

ます。また、年少人口は、前回推計と比較し増加傾向にあり、2060 年には前回推計が 156人に対し

今回推計では 206人となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、2015 年から 20 年後、2035 年の人

口推移をみると、総人口は 29.5%減少しており、

年齢３区分別では、生産年齢人口（15～65 歳）

の減少率が最も高く 38.4%となっています。 

 そのうち 5 歳階級別でみると、40～44歳の

減少率が最も高く 60.1%となっています。 

老年人口では、85 歳以上が増加しており、増

加率は 13.0%、また、65～69 歳の減少率が最

も高く 52.4%となっています。 
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* " €•NTVWpbq !

A!B€•‚ƒ•tu !
?@A hMstuLvMwtxy%z{ !

 平成 17年と平成 22 年、平成 27年の産業分類別就業者数を比較し、雇用状況をみると、就業者数

は平成 17年から平成 22 年で 188 人、平成 22 年から平成 27年で 100 人減少しています。 

 前回の平成 17年から平成 22 年の変化と平成 22 年から平成 27年の変化を比較すると、全体的に

減少幅は少なくなっており、農業、建設業、卸売・小売業、教育を中心に回復傾向にあります。一方で、

林業、運輸・情報通信業、医療・福祉については、減少幅が大きくなっている状況です。 
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?GA stMkO|y !

 産業別特化係数を男女別にみると、男性では、「農業、林業」が 7.04で最も高く、次いで「複合サー

ビス業」「鉱業、採石業、砂利採取業」などと続きます。女性では、「鉱業、採石業、砂利採取業」が最

も高く、次いで「合サービス業」「公務（他に分類されないもの）」などと続いています。 
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?QA HISTUVMstuLvMwtxy%}i !

 本町の主な産業について、就業者数を年齢階級別にみると、特化係数の比較的高い「農業、林業」で

は、88.1%を占めており、極端に高齢化が進行していることが分かります。（平成 22 年では 65.4%） 
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A*B„•pbq !
?@A~ts`•1~t€•‚%EF !

 本町の農業産出額について、2017年まで増加傾向でしたが、2018 年では減少しています。!目別

にみると、野"が最も多く、次いで、#、$用%などとなっています。  

 農業経営体数は減少傾向にあります。 
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?GAƒ„M~tas• !

 !目別農業出産額について、特化係数でみると、$用%と&きが 2.04で最も高くなっています。そ

の他、野"、#については 1.0以上となっています。 
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?QA€•‚…†‡~ts`• !

 経営体あたりの農業出産額については、0.40 となっており、県平均より 0.24 ポイント下回ってい

ます。 
 
 

mno‡ˆ‰NjGF@k;tuŠ‹Œ> -

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

@ST pqrsr ;tumvIwxyz{> 1j|}F~•j|G€•‚yƒ -

  

#%
X

&
"X

$#
X

""
X

""
X

(X

"X "X "X "X "X 'X 'X

"Y
!(

X

"Y
"'X

$Y
'$

X

'Y
("

X

$Y
'!X

'Y
%

%
X

'Y
"&

X

'Y
&

)X

"Y
'$

X

'Y
&

!X

'Y
&

$X

'Y
''X

'Y
''X

'Y
''X

'Y
''X

'Y
''X

'Y
''X

'Y
''X

'Y'

'Y#

"Y'

"Y#

$Y'

$Y#

'

"'

$'

&'

!'

#'

%'

Q
R P

O
G

H C
D M
N

K
L

IJ

C
D

E
F

1D
G

H

01
21

B
/

,A
-B

/ ?@
=

>= <=

;

9:

45
67

8

01
21

3.
/

+,
-.

/

!"#$% .Z[S\]W ^_`aSb]W !"#$%&

'Y!'X

'Y%!X 'Y%!X

'Y'

'Y"

'Y$

'Y&

'Y!

'Y#

'Y%

'Y*

cde fgh ijkl

SmnoW



 
 

46 

?ˆAHIUVM~twtxzP;‰ŠHI !

 農業就業者 55 歳以降の年代で増加傾向となっており、特に、65 歳以上の高齢者が 2015 年で

70.80%となっております。 
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?‹A~sŒ%`•ŽM€•‚y}i%EF !

 出'(別経営体数の割合では、農協への出'が減っている一方で、小売業者への販売割合が増加傾向

となっています。 
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A-B…†•pbq !
?@A•t•y1‘txy1’“ƒ`•”%EF !

事業所数は概)*ばい、+業者数は近年増加傾向、,-!出'等は緩やかに増加傾向でしたが、 2017

年に減少に転じています。 
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?GAstM’“`••”%•O !

 産業別,-出'額については、 2015 年～2016年に.材・.,!,-業が増え、総額も増加傾向

でしたが、2017年には「その他」の!目のみになり、総額は減少に転じています。  

 
FGK”•@•k–NlC -

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

@ST pqrsr ;tumvIwxyz{> 1mvFG~•—G˜™\]ƒ -

 

A‡B€•ˆ‰Š‚‹•Œ•Ž•••• !
 

FGšIJK“GME%‘G’E -

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

@ST pqrsr ;tumvIw xyz{> 1 mvFG~•—G˜™\]ƒ   

'Y''

$''Y''

!''Y''

%''Y''

)''Y''

"’'''Y''

"’$''Y''

"’!''Y''

"’%''Y''

"’)''Y''

$’'''Y''

$'') $''( $'"' $'"" $'"$ $'"& $'"! $'"# $'"% $'"*

012

v"’"*%Y&) “no w

”•G–—˜™Œ•ƒ

v'Y'' “no w

š›Œ‹Œ•ƒ

v'Y'' “no w

œƒŽc•Œ‹Œ•ƒ

v'Y'' “no w

žŸŽžŒ‹Œ•ƒS ™¡¢£W

v'Y'' “no w

¤¥,ƒ

v'Y'' “no w

¦§Ž¨©ªŽ«§Œ•ƒ

v'Y'' “no w

S“noW

$%
X

$#
X

$&
X

"#
X

"#
X

"!
X

"X

$X

"X "X "X

$X

'

'Y#

"

"Y#

$

$Y#

'

#

"'

"#

$'

$#

&'

!
"
#
$

%
$
&
'
(
)
*
)
+
$

,
-
)
*
)
+
$

.
/
&
0
1
2
&
3
/
)

+
$

4
5
6
7
8
9
:
)
+
$

;
<
&
;
)
*
)
+
$

=
>
:
?
@
A
B

¬ƒ|aS\]W
•ƒ•aSb]W

S‘W S•ƒ•W



 
 

50 

AdB‘’•pbq !
?@A•t•y1‘txy1H–—ƒ˜™• !

 事業所数、+業者数、年間商!販売額は減少傾向となっています。事業所数の減少に応じて+業者と

年間消費販売額も減少している状況です。 
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?GAstMš™t•t•y%•O !

 小売業の事業所数については、2012 年以降*ばいとなっています。  
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?QAst›LvM‘txy1•t•y !

 産業中分類別でみると、/0器1・その他の割合が多い構-です。  
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 年間消費額においても/0器1・その他の割合が多く、特化係数は 1.56となっています。 
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AKB“•pbq !
?@A "žŸ %¡¢ !

 本町は、森林面積が 87％であり、そのうち国有林が 14％、民有林 73％のうち、公有林が 5％、2

有林が 68％となっています。 
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?GA£t wtx?H¤MA%¡¢ !

 林業就業者は平成 26 年に比べ増加しています。そのうち、60 歳以上は約２倍増加しており、林業

就業者の高齢化の傾向がみられます。 
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?QA ¥¦ as§*¨87 !

 本町の素材生産量について、平成 26年と平成 30 年を比較すると生産量は減少しております。一方

で、近年.質バイ3マスの利用が4進され、その活用が進められています。  
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?ˆA k £sŒas©ª !

 特用林産物生産実5について、 .6の生産量は平成 26年と比較し増加傾向にあります。 

 一方その他の!目は減少しており、特に生しいたけの生産量は大きく減少しています。  
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?‹A£tB«p1£t€•‚y%EF !

 林作業78収入は減少していますが、林産物販売9額が大きく増加しています。  
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? ¬ A£t­®M¯°€•‚y !

 林業部:別でみると、素材、主;（78）、利用間;の特化係数が 2以上となっています。 
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? ± A€•‚…†‡£t«p !

 本町の経営体当たりの林業収入は、県平均に比べ低い状況です。 
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A”B•–pbq !
?@A¹‡1Gº»¼%p½¡¢ !

 本町のやまびこ<ーニバル では、平成 29 年度は 1,500 人でしたが、平成 30 年には 2,200 人と過

去最大の入=>数となっています。  
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?GA¾%¿Ÿ ¡¢ !

 道の?の利用状況では、平成 30 年に大きく増加し、51,284人となっています。 
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?QA±À»ÁÂŸ ¡¢ !

 キャンプ場の利用状況は、@A山Bれあいの村CDセンターを除き、増加しています。特にEとりす

とFークおおとよは大きく増加傾向にあり、平成 30 年では 4,100 人となっています。 
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AKB—˜™š›œ !
?@AžÃ€ÄÅÆÇÈZÁ !

 本町の地位経済循環率は 2010 年に 40.0%で、2015 年では、53.4％と増加しています。これは、

地域外に流出する支出部分がこの 5 年で減少したことにより、経済循環率は高くなっており、生産（付

加価値額）および分配（所得）は概)*ばいとなっているところがうかがえます。  
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?GAstMFÉ`p«Ê• !

 移輸出入収支額をみると、農業が最も高い状況です。一方で、生産額の構成割合が多い、建設業、公

務、保健G生・社会事業などがありますが、これらは支出の方が多く、町外にお9が流出しされている

ことが読み取れます。 
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d " •[žNTVWpbq !

A!BŸ Ž8¡ !
?@AËÌÍ?ËÊÎAÏÐxy%EF !

 要HI（要支援）J定者数は概)*ばいで推移しています。  
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?GACD " &ÑC…†‡ÒÓy !

 人口 10 K人あたりの医L数は 182.43 人で県平均より低い状況となっています。 
%& '¥ (%‡ˆ‰)*E -
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 HI施設数・事業所数は、HI予防支援・居宅HI支援が最も多く、県平均より高くなっています。  
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K" ¢lNTVWpbq !

A!B£¤Ž£¥ !
?@ATp %¡¢ !

 歳出M算額は平成 29 年度から増加傾向となっています。 
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?GA „ÙMT`ÚÛ•%z{ !

 全国平均に比べ、商工費が極めて大きな比率となっています。 
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A*B¦§¢l¨© !
 各種財政指標は以下のようになっています。 
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! " 234'ªo«`¬­&VWSr®¯Nž°PkX !
 
 

土佐町を取り巻く社会環境はNしさを増し、また土佐町自身もさまOまな課題をPえています。 さ

らに、SDGs でQ消を目指していくような、地R全体がS面している様々な課題に、地域として対応し

ていなかければならない時代にもなってきました。 
これらの変化にTUに対応し、2たちがPえる課題 を、一人ひとりが主体性を持ってQMできる、

しなやかでVい町づくりが必要となってきています。  
これまで大切にしてきた、昔からある土佐町のW力や暮らしの価値をしっかりと守りながら、X来

も含め土佐町に暮らす人、これから暮らしていく人を中心にYえた町づくりを目指していきます。  
 
 
 
!"# $%&' ( )*+ !
 
 ・町民【3,500 人】ひとりひとりの想いを集めることで、町はできています。 
 ・本計画策定にあたっては、Z い世代の方々、地域の老Z男女 の皆さま、可能な限り多くの町民の方

から声を[いて 町のX来のすがた を\ きました。 
 ・少数の意見もないがしろにせず、みんなで]し合うことが大切 にしながら。誰ひとり取り残されな

い、みんなが暮らしやすい町を目指していきます。 
・そのために、計画策定にあたってだけでなく、これからも町民の声を[きながらまちづくりを 進め

ていきます。 
 
 
 
!,# -./0123456%&$7/8&9:();<=>? $@ABCDCEF G H1( !
 
 ・本計画の策定にあたっては、「2030 年の土佐町の持続可能な姿」を\くため、 2030 年に町の中

心となっていく世代（現在 20 代から 40 代の世代）の声を積極的に取り入れました。 

 ・一方で、振興計画の内^がZ者世代・子育て世代に向けたものに_っており、 これまで土佐町の暮

らしの価値を大切に守ってきてくれた世代の声、その世代のニー`をaんじているように見えてし

まうこともあるかもしれません。 

 ・本計画が目指すのは、土佐町がこれまで大切につくってきた「価値」を、これからの時代において

も持続可能なものとしていくこと。そしてそれを通じた「誰ひとり取り残されない」まちづくりを

実現していくことです。 

 ・「医療・福祉」等これまでの町の取り組みの中で、充実しており成果が出ていると考えられるものに

ついてもしっかりとb続をしていくとともに、振興計画への反映も積極的に進めていきます。  
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!
!
! I #$J81K& ( KDCLGM !
 
 ・人口減少や地域のcいd不足により、 地域の産業やコミュニティ、地域の暮らしのe持がfしくな

っていきつつあります（例えば第一次産業（農畜林業）のcいd の高齢化、ghりする人がいな く

なってきた等） 

 ・持続可能な土佐町をつくっていく上では、新たな人材や、デジタルi術などの新たなi術をjけ入

れることも必要となっています。 

 ・同時に、地域で昔から続いてきた暮らしや、kl 、文化を大切に守っていくことも必要です。 

・地域に昔からある「暮らしの価値」を大事にし、それを持続可能にしていくためにこそ、「新しいこ

と」にもm戦していきます。 

 
 
 
! N#$ABCABC&OP ( QR3M !
 
 ・本計画策定にあたって、町民の皆さまそれぞれの想いややりたいことがありました。 
 ・それぞれのn性 や得意分野を活かしていただきながら、町で暮らす全ての人に出oがあり、 全ての

人が主役になることができるまちづくりを進めることが、地域に愛着を持ちながら、活き活きと暮

らしていくことができる、持続可能なまちづくりに繋がっていくと考えています。 
 ・このため、計画策定後も町民の皆様に参加いただく]し合いやpークqョップ等を積極的に開rし

ていきながら、計画の推進のために取り組む施策のstや、町民と行政との協働、町民の意u的な

活動を応援していく取り組みを、これまで以上に推進していきたいと考えています。 
 
 
 
! S#$TU)V22WXC(Y8H1 !
 
 ・残vながら、これまで策定した様々な計画には、策定後に進wや達成状況が x分に 振り返られるこ

とがないままとなってしまうものもありました。 

 ・また、近年は世の中の移り変わりも早いため、10 年間全く変yがないまま続けていくことができ

る計画をつくることはzfです。 特に、土佐町の目指す姿の実現に向けて、1体的に取り組む「施策」

（d段）は時世を{まえ、常に見Sしを図っていくことが重要です。  

 ・このため、本計画では、2030 年に実現したい「土佐町のありたい姿」（ビジョン|町が目指す方

向性）を明らかにすることを重}しました。  

 ・また、「計画を策定して~わり」ではなく、毎年度の進w状況や達成度、ビジョンの実現に向けて取

り組む施策の内^については、４半期（年４回）程度ごとに、町民の皆さまにも参画いただきながら、

見Sしを続けていきます。  
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【現状と課題】 

 第６次土佐町振興計画町民アンケートでは、「子育て支援の充実」「学校教育の充実」はいずれの世代

においても施策の重要度及び実感度ともに高い状況にあります。特に 18 歳未満の同居人がいる回答者

では、「生涯学習社会の形成」も含めて、教育や学び、子育て支援について非常に高い関心が•え ます。 

 

 土佐町の年間出生数は近年 21 人〜26 人程度で推移しており、今後もしばらくはほぼ*ばいで推移

していくことが見=まれます。 また、合計特殊出生率は高知県及び全国を上回る値で推移しており、県

内中央€保健所管内（土長•国地域）でも上位の数値となっています。  

 一方で、現在約 3,800 人の人口は、2030 年には 3,000 人程度まで減少していくことが見=まれ

ます。これに伴い、現在 1,600 人程度いる生産年齢人口（15 歳〜64歳）は 1,250 人程度まで減少

していきます。また、現在約 380 人いる年少人口（0 歳〜14歳）も 310 名程度まで減少する推計と

なっています。中長期的には子どもの数の減少は‚けにくい状況と考えられます。  

 これに対し、土佐町には町立保育ƒ（みつば保育ƒ）１か所、小学校（土佐町小学校）と中学校（土

佐町中学校）が１か所ずつあります。また本山町に県立高校（高知県立„北高等学校）が１か所存在し

ています。 

 

 

 これまでもこれからも、次代をcう子どもたちは町の「宝」です。世界は様々な側面で急激に変化を

しており、それに伴って、子どもたちが育つ環境に求められるものも増えてきています。土佐町ならで

はの環境やW力を活かしながら、一方でひとりひとりに…り†う質の高い教育 や学びが得られる町とし

ていくことが必要です。また、子育てを支える仕組みを充実させ、‡自身も育っていくことができるよ

うにしていくことが必要です。さらには、子どもたちだけでなく、町民ひとりひとりが、生涯学び続け

られる環境づくりが必要となってきています。 

 

（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町教育振興基本計画（教育大ˆ）  

 ・土佐町子ども・子育て支援事業計画 

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰SDGs Šール４では「 全ての人に‹Œ的かつ公•な質の高い教育をŽ保し、生涯学習の/会を4進す

る」が•げられています。世界的には、学校に通いたくても通えない、x分な教育を得られる人々もま

だまだ少なくはありません。全世界的に、こうした状況の改•に向けた取り組みが進められています。  

 

‰教育は、子どもたちの成長だけでなく、その後の人生や、職業等の選択‘にも大きく’“を及ぼしま

す。このため、”•教育 、基礎教育、高等教育それぞれの場面において、質の高い教育を全ての人が平

等に得られるようにしていくことが重要となっています。また、教育/会におけるジ–ンダー—（̃性

別等による教育/会の—˜）のQ消や、生涯学習/会のŽ保も求められています。  

 

‰これら、いわEる発™š上国のみを対象としたものではありません。 世界中の経済、社会福祉の向上

を4進するための活動を行う国際/関で ある › EœD（経済協力開発/構）の中で、政•支出に占める

教育費の割合は加ž国中ほぼ最下位であるなど、日本国における取組もまだまだx分なものとは言え

ない状況にあります。 

 

‰世界において様々な取り組みも広がっています。西アフリ<のニジ–ールで は、国や行政の力ではな
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く、その土地に暮らす‡や地域の人たちが協力し合い運営する仕組み として、下記のような住民参加

型の学校運営「みんなの学校プロジ–クト」が広がっています。  
・学校運営Ÿ員会を作り、住民集会で選 を行い、運営Ÿ員を選出  
・住民が学校運営をしていけるための活動計画の作成 
・計画に¡って集会を開rし、より良い学校を作るために住民同士が]し合いを行う  
・みんなで出した意見に¢(£位をMめ、一人一人が無理なくできるところから始める  

 

‰また、国際連合や国際連合教育¤学文化/関（ UNESCO）に関わる教育の在り方として、ESD 教育

（Education for Sustainable Development：持続可能な開発についての教育）があげられます。現代社

会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの課題のQMにつ

ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そしてそれによって持続可能な社会を¥-していくこと

を目指す学習や活動が広がってきています。 

!  
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" #$# %& '()& * +,-./-0,1 2 3451 !

tu(Â€ÃÄ(Å !

!

¦子どもがのびのび育てられる土佐町  

¦地域全体で支え合って町をcう子ども達が増える  

¦子どもが増えて明るい§しい学校づくり  

¦学力だけでなく生きる力を身につけることができる町  

¦¨©できる子どもをª  

¦(生が来たいと思う学校  

¦医療費学費«除  

¦生徒がのびのび•しく育つ教育方針  

¦保小中高のe持  

¦土佐町のklを学べる/会を増やす  

¦”•保育  

¦良識ある思いやりのある子どもに育つ  

¦子どものための¬かイ­ントなど  

¦子どもが§しめる公ƒ色々な®1  

¦子どもを連れて行きやすい<フ–  

¦産後の¯ルプ産後のケアuしい  

¦県外に出た子が帰りたくなる土佐町  

¦一次保育を安くしてほしい  

¦おむつ°±²みたいな支援があれば  

¦地域で子どもを大事にしている  

¦自由に生きる力を育む  

¦土佐町のW力に気づきつくる教育  

¦町民全員(生だª  

¦³会に8けない学力が身につく  

¦地域で支え合うpン3´にしない  

¦µ‡が子育てに参画していく  

¦古いもの新しいもの両方学べる  

¦¶·り教育  

¦保I者と学校との関係  

¦「 25 人」のための教育 

¦小さいことがプラスになる教育  
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¦コロナやデジタル化に対応できる  

¦国際教育¤設立  

¦社会経験がある人による教育  

¦ 25¸100 ¹  25%º0.0006%  

¦グロー<ルな人材育成  

¦地域で育む土佐町人  

¦町目»大人目»じ¼ない教育  

¦¬にでも使える力と特化した力が両立  

¦サバイバル能力、生きる力  

¦自然を活用した体験学習  

¦³市の良さも分かる  

¦子育てが§しいと思える町にしてほしい。‡も育てて、支えてほしい。‡はしんどい。¬も½れるも

のがないªファミリーサポートなしでとても大変。保育ƒは¾働してない人の子どもはあずかれない。  

¦大人が¿Àる姿勢を見せて、いろいろな分野で、一つになって、より良い土佐町を目指す。  

¦大人の教育がもっともっと必要だと思う。研Á会などやってもらえると有fい。  

¦子ども達への対応が分からないだとか、家Âでできる教育を学校へÃせているように感じ、実際に(

生方もzっている。  

¦学校と地域が一Äになって子どもを育てることが大切だと思います。  

¦開かれた学校づくりを続けてほしい。  

¦Zい人が土佐町に帰って来ても働ける場がuしい。  

¦小学生BるさとバスÅ町内のスポットを学習してまわる活動（学校のÆ業に参入）学校と町の協力が

必要。 

¦高校生の時、€ÇでÈÉち体験で自然にÊれた経験がある。  

¦あこ後の活用、Ë課後の子どもÌV。Íランティア(生（µÎなど）をÏ集する。  

¦そういえば新しい保育ƒの計画はどうなっていますかÐ SDGs をBまえた保育ƒにしたいです)。  

¦教育員会と学校が協議することが必要。ここ最近の学校はいそがしい。新しいことをすることがfし

く、むしろ仕事を減らさないとやっていけないという風に感じる。しかし、子どもは色んな経験が必

要。大人の事情で子どもの経験が減るのは良くない。芸術や山Ñりをしたことない子もいる。学校で

やりきれないところを教育Ÿ員会や社協で/会を増やしていってほしい。  

¦ファミサポは•Òな資—はいらないのでÓひ増やしていきたい。病後•保育の充実 が必要。 

¦‡が子育てしやすい環境を整えてuしい。おµさんが育Cとるのはfしいけど、Ôに 1回くらい早く

帰るなどしてほしい。 

¦移住したおÕさんは心Öくしんどい。産後のおÕさんは心も不安定。ちょっとした<フ–は ほしい。

よそのおÕさんも地域で支えられるようにしたい。  
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¦ SDGs の水について、土佐町には公×トイØがない。­ビー<ーをÙしているおÕさんのトイØがな

い。おむつÚえするところがない。改•してuしい。  

¦ 町内Ë送は昔小学生のコーナーがあった。Û読をÜÝして流してくれる。こどもの声が[こえんなっ

たといっている。インタビューやÛ読はみんな§しみにして いた。 

¦配Þに必要な支援について、教育支援センターに関する内^をßり=んでいただきたい。学校へいけ

ない、発達障àの 方は思っている以上に多い。 

¦2たちの子どもの時、小中学校の間に áâã にある自然にÊれあう/会が学校以外のäれたグループ

（‡子å足など）などであった。そういう/会の良さが、町に出ていった後で分かり、まちに帰って

子どもをそういう風に育てたいと思う。人をæんでくることに力をいれているが、今の子どもにも力

をいれてほしいな。 

¦町のイ­ント行事等を支えてくれた社会団体が減っている状況。大人にとっても学びの/会。社会ç

è活動をしっかりつくっていくこと 、こどもにそういう姿をみせていくことが大事。おとなの学びの

/会、社会教育 ・生涯学習につなげていくのも入れてほしい。 

¦ áâã éêーキングについて、 2年前くらいにghりした。 道つくりëì活動を各地区でやっている。

これからは、子どもをつれてって、一Äに今ま で使われてきた道のí生を取り組んでいく。高知はと

さっこタéン 。働いたら対価がもらえるように（現9ではなく おî子 など）したい。ïを歩くことは

健康につながるのでスポーツにもつなげていきたい。 

¦仕事と産業で教育もかかわるかも。キャリア教育。仕事を学ð場、であう場をつくることが大事なん

じ¼ないかなと思う。 

¦こどもたちの教育の部分でいろんな考え方があることをñえたい。それがはやくòャØンジできる、

アイデアが形にできる施策ができるとよいなと思った。 

¦ 子ども達に対する取組だけでなく、大人や‡自身が学びをóめ育つことができる仕組みづくりが必要

である。同時に、医療・福祉・子育て支援の充実、ôõが等しく子育てに関わることができ、働きな

がらでも子育てしやすい仕組みづくりについても、計画にßり=んでいく必要がある。  

¦ 開かれた学校づくりについてstの充実が必要である。教員も非常にöしくなっている。学校と地域

が一Äになって子どもを育てていくとともに、÷ドテック（教育テクøロジー）の活用などもstし

ながら、教員側の8cをa減していくことにも取り組んでいくことが必要である。同時に、学校へ行

くことがfしい子ども達も思っている以上に多いため、教育支援センター等の取組も振興計画に位置

付け、推進していくことを求める。 

¦ 子どもたちの成長のため、「土佐町を知ること」「土佐町外との出会いの/会を充実させること」両面

の充実が必要である。以前は小中学生が地域や自然にÊれながら町のことを知る/会が多くあり、そ

れらを通じて、地域住民も子ども達に関わることができていた。また、土佐町で育っていく上で、人

との交流や、地域外の情報が不足しがちである。人との出会いの/会、キャリア教育や仕事を学ð/

会についても充実させていってほしい。 

¦ 子どもが自然にÊれる/会を推進していくべき。自然環境のùニタリングにも繋がる。 !  
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【現状と課題】 

 前項でもÊれたとおり、土佐町の年間出生数は近年 21 人〜26 人程度で推移しており、今後もしば

らくはほぼ*ばいで推移していくことが見=まれます。一方で、現在約 3,800 人の人口は、2030 年

には 3,000 人程度まで減少していき、現在 1,600 人程度いる生産年齢人口（15 歳〜64歳）は 1,250

人程度まで、現在約 380 人いる年少人口（0 歳〜14歳）も 310 名程度まで減少する推計となってい

ます。 

 現在、土佐町中学校の部活動スポーツは現在５競i（ú道、野R、ûR、<üー 、バØーÍール ）で

す。また、地域総合型スポーツクラブである ýþÿÿ!"#ss （$ピ%ス）スポーツクラブでは約 15 団体、

約400 人の会員が活動をしています。 

 人口減少に伴い、団体競iなど、土佐町内では取り組むことがfしいスポーツも増えてきており、や

りたいスポーツができないことを理由に町外への進学を&'する 子どもたちもいます。スポーツは健康

づくりや世代交流につながるだけでなく、地域で暮らし続けていくために(かせないものであり、土佐

町の環境にあったスポーツ、現在土佐町では取り組むことがfしくなってきているスポーツ、どちらも

大事にしながら、多様な競iに取り組むことができる環境づくりが必要となっています。  

 
 
（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町教育振興基本計画（教育大ˆ）  

 
 
【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰第 70回国連総会で採択された「2030 )*#"+þ ,-. S/s0þ!"þ12# D#3#2-ÿm#"0 （4 々の世界を変

5する：持続可能な開発のための  2030 アジ–ンダ）」の中でスポーツは以下の通り言及されていま

す。 
「スポーツもまた、持続可能な開発における重要な6となるものである。4々は、スポーツが7^性と

尊Nを4進することによる、開発及び平和への…8、また、健康、教育、社会‹Œ的目標へのçèと同

様、女性やZ者、n人やコミュニティの能力V化に…8することをJ識する。」  
 
‰SDGs のŠール３ 「すべての人に健康と福祉を」では、運動とスポーツを行うことはアクティブなラ

イフスタイルと9:的な安定をもたらし、それが健康問題をQMするとし ており、また、Šール５ 「ジ

–ンダー平等を実現しよう」では、スポーツを通して意識改5を進めていくこと、また Šール 13「気

;変動に1体的な対策を」では、スポーツイ­ントを通じて、環境への理Qをóめていくことができる

としています。スポーツは、それぞれの目標を達成するために重要な役割をcっています。  

 

‰イ<リスで発行された=イドブック「 E">þ"?!"* 0># œ-"0.!1/0!-" -, Sÿ-.0 0- 0># SDGs 」で

は、スポーツへの投資によって、急増する保健関連コストを@え、教育や社会の一体性、ジ–ンダー平  

等を4進することができるとAべられています。また、日本のスポーツ国際戦Bのビジョンでも、

「2030 年までに、スポーツ国際™開を通じて、スポーツの価値を向上させ、スポーツを通じた SDGs

に•げる社会課題のQMにむけて、最大çèを行うことを目指す」としています。  

 

‰また「スポーツ@書」を発行している、á川スポーツ財団では、 2030 年の4が国のスポーツについ

て以下のように取り上げいます。 

・日本が超高齢化社会をCえるにあたり、今後のマーケットの対象は主に高齢者になり、高齢者と関

連がóいFラスポーツが広く™開されると思われます。  

・スポーツの価値を高めるための映Dコンテンツやデータ・ )E の活用、)F ・GF など¤学i術もか
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なりの勢いで進歩しています。これらを効果的に組み合わせれば、健康の増進や持続可能な社会な

どの「社会課題のQM」にもつながります。  

・高齢化社会でHいすになる人が増える一方で、 100 歳、120 歳まで元気な姿で生きられる可能性

も高まり、Hいすになった人たちなどのための障à者スポーツの推進、 120 歳までのIJとして

のスポーツビジ%スとしてもさらにKびていくことも考えられます。  

・部活動は、学校と地域が共に協働・L合しながらスポーツ環境を整える、そういう時代にきている

と考えられる。 

°用： 2030 年のスポーツの™'と可能性  

>00ÿsM¸¸NNN.ss,.-..Oÿ¸0>!"P0þ"P¸N>!0#Qÿþÿ#.¸2020¸+!þ2-*/#.>0m2  
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¦ スポーツ・学び今あるものをb続、活かす  

¦ フットサルなど少人数の団体スポーツの指R者が来てくれたらS  

¦ （団体スポーツなど）スポーツの指R者をよびたい。（選択‘の増加）  

¦ 教育、国際教育¤設立、スポーツクラブ活動の種目を増やす  

¦ いろいろなスポーツにつながる「Tること」Å基礎のV化  

¦ 子どもにñえる/会。学校と連Uし計画的に  

¦ 3リンピックで]題になるはず  ÷クストリームVのあそび  

¦ スケートÍードなど  W地形を生かしてコースを作る 

¦ スポーツ推進。早い段階で外部の指Rがjけられるように。  

¦ 底上げができる指Rをしていく。体力が大切。全てのスポーツにつながること  

¦ 子ども自転HのØース（３ Pm）今度はXYØース。これ用の自転H。みんなで協力して、知り合いな

どを生かして、プロアマが参加交流できる大会を。人も増える。 

¦ おこÓのZなど道を生かして自転HØース  

¦ 自転HØース[対面@い  ２人１組で自転H１\。  

¦ 子どもの学び場やクラブ等があるとよい（子どもに学びの選択‘が少な い。選択できる環境にしたい） 

¦ スポーツを通じた交流の場づくり 

¦ 新しいものも必要（複合スポーツ設備等） 

¦ 今あるものをb続、活かす（野R、ちびっ子相]、‡・地域との関わり、地域対^運動会）  

¦ 色々なスポーツできる 

¦ 生涯現役ª学びとスポーツの/0を  

¦ 心身の健康づくり 

¦ _面からうまれる土佐町人  

¦`水プール・`a混合施設をª  

• スポーツに関する教育をやっていきたい。すごく可能性のある町、もっと皆さんの協力が必要。 

¦ 水bならっている子（小学生）、けっこう多い。`水プールがあれば部活できるのに。  

¦ $ピ%スのc]odとか%ットseしてもでない。  

¦ <üーテラスでf験的に行われているg=がとても良いです。「小さな場所」で「小さな人数」で体験

できるスポーツの場があると最高です。 

¦ スポーツコミッqョンの使い方。皆が使いやすいコミッqョンに。  

¦ 部活動の指RÅ外部hLを積極的に、そして(生の8c減  

¦ 外部hLは、$ピ%ススポーツコミッqョンに在iするとか。  
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¦ jk（中学校）をどの部活も基礎運動にして 1 人の指R者でまかなえるようにする。（地域のÍラ

ン ティア等Ð）Å教員の8cを減らす。  

¦ ) 0#þm でやっているみたいに保育・小学で基礎運動能力を高めて色んなスポーツに対応できる子を

つくる。 

¦ これ以上部活を減らさないように。部活は 2 つ選ðのを基本とする。第 1 部活は月水9、第２部活

はl.など。  

¦ 10 年前高齢化社会の中、みんな昔mートÍールしよったに。元気な年…りが必要。元気な年…をつ

くって活発にスポーツしようよという意見をいれてほしい。 

¦ SDGs は良く[くが、 戦B的 に考えていきたい。バン=ローがnされた資材を 残して、その材を<ッ

トし´イントさせて3ブジ–にしようと思う。さめうら oSpダートoDpグッドoGpスマイルosp。自転H

のタイq の<ラーも SDGs にすればよい。SDGs とこどもがrsにかかわることをしていきたい。  

¦ 中学校、jk用のバス出してください。地域により‡の8c増えるのはおかしい。  

¦今現在の生徒であれば、体育館（土佐町中学校）で間に合っているかもしれませんが、小中が交代で

利用している構-で雨の日は小学生が思い切って®べる場所がありません。考えていただきたい。ス

ポーツだけでなく、体力づくりにもつながると思います。 

¦ 老Z男女スポーツをする人が増えるには、大会など発表の/会を設けることが有効ではないか。お9

をかけずとも、場のtuのみの町営の大会開rなども考えられる。 !
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【v 2030 年の土佐町w Šール ３の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 

 

!  
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【現状と課題】 

 第６次土佐町振興計画町民アンケートでは、「文化芸術の振興と文化遺産の保存・活用」「生涯学習社

会の形成」「環境・景観の保全と¥-」といった項目は、施策の重要度・実感度ともに低い x価となって

います。これまで、町の取組としては、あまり重}されてこなかった面もあるようです。  
 
 土佐町は小さい町のため、いわEる「文化・芸術」にÊれる/会は多くはないと思われがちですが、

知る人ぞ知る文化的な取り組みが多い町の側面も持っています。2021 年には「読書のまちy言」 10 z

年をCえ ますが、„北地域{一の 町立図書館は設置から少なくとも 50 年以上経っており、学校図書館

と合わせて、蔵書数（現在 16,175 |） や仕組み等も年々改•されてきています。 一方で、現在の読書<

ードÑÜ者数は約 1,700 }（新qステムR入後の<ードÑÜ者数は約 500 }）、年間~出|数は約 10,500
|程度となっており、 図書館を利用している方とそうでない方に•極化している側面もありそうです。  
 また€土学習センター（青.•‚記v館、土佐町民1資料館）でも取り組みが充実してきており、社

会教育活動に参加する町民も少なくありません。 
 
 昔から続く地域のイ­ントや行事も多くあります。ƒ学校区ごとに開rされる„…†や、各地域での

お†り、:†などは、次の世代にもしっかりとñえていく必要があります。  
 
 文化は人間力・共感力・¥-力をDい、町の土\となっていくものです。 小さな町だからこそ、豊か

で多様な「文化」にÊれることができるまち。そして、地域独自の新しい「アート」が生まれるまち。 
昔からあるまちの「文化」を次の世代にñえていきながら、一方で、新たなことにm戦することにも7

^な町 の実現を目指します。 
 
 
（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町教育振興基本計画（教育大ˆ）  

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰SDGs では 2030 年に下記のŠールの達成が目指されています。  

・SDGs Šール４  

  2030 年までに、持続可能な開発と持続可能なライフスタイル、人権、ジ–ンダー平等、平和と非

‡力の文化、グローバル市民、および文化的多様性と文化が持続可能な開発にもたらすçèの理Q

などの教育を通じて、すべての学習者が持続可能な開発を推進するための知識とスキルをˆ得する

ようにする。 

・SDGs Šール １１ 

  世界の文化遺産および自然遺産の保全・開発制限取り組みをV化する。  

 

‰また、近年では SDGs やサステナビリティ（持続可能性）をテーマにしたアート・芸術作!も増えて

きています。SDGs の 17のŠールをアートで表現し発信する活動、文化・芸術の持続可能性を考え

る活動も取り組みが始まっています。 

 

‰ ‰ŠESœ›（‹%スコ、 国際連合教育¤学文化/関）では、文化分野での SDGs に取り組んでおり、

下記のŠールでのçèを目指しています。  

 ・Šール２：文化多様性とñŒ的知識は、食料の安全保障や持続可能な農業に資する重要な資産であ

る。 
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 ・Šール３：文化的文•を考Þした知識とスキルの共有と健康管理。ñŒ的な保Žによる、幸福と質

の高い¯ルスケアのçè  

 ・Šール４：文化を教育へのアクセス向上に役立て、地域文化に関する<リキュラム、教材、教育方

法を推進する。質の 伴った教育が文化多様性のx価に結 びつき、Z者に対して、 クリ÷イティブ 産

業での起業や職に役立つ知識、スキルをtu  

 ・Šール５： 女性及び女•の能力V化を通 じて、文化的財に関するクリ÷ーター 及びプロデューサー

による社会変化・変^を支えるとともに、文化遺産保I、文化的生活への女性 及び女•の参画を推進  

 

‰平成 30 年に文化芸術推進基本計画が•議M定され、文化芸術の「多様な価値」を活いかして，「文

化芸術立国」の実現を目指すと示しています。文化芸術の目指すべき姿として、４つの目標を•げて

おり、2030 年に向けて以下の目標への実現が期•されます。  

目標１ 文化芸術の¥-・発™・b‘と教育  

文化芸術の¥-・発™，次世代へのb‘がŽ実に行われ，全ての人々に充実した文化芸術教育

と文化芸術活動の参加/会がtuされている。  

目標２ ¥-的で活力ある社会  

文化芸術に効果的な投資が行われ，イø­ーqョンが生まれるとともに，文化芸術の国際交流・

発信を通じて国家ブランドの形成にçèし，¥-的で活力ある社会が形成されている。  

目標３ 心豊かで多様性のある社会 

あらEる人々が文化芸術を通して社会に参画し相’理Qが広がり，多様な  価値観が尊重され，

心豊かな社会が形成されている。 

目標４ 地域の文化芸術を推進するプラットフêーム  

地域の文化芸術を推進するためのプラットフêームが全国各地に形成され，多様な人材や文芸

術団体・“/関が連U・協働し，持続可能で回復力のある地域文化コミュニティが形成されて

いる。 
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¦土佐町3リンピック、地区対^、町全体。  

¦„…†、町民†、なくしたくない。  

¦地区Ë送充実  

¦x”•行くまで–っ—。さみしいそこもt˜あったりお店があったらいい。  

¦bぎたくはない。 アクティビティがßんやと人も多く来るろうけど  S （™りの人にはまたšく’“

も） 

¦プロジ–クqョンマッピグしたらよい。（:社）  

¦ぼん ぼり（中›の公ƒ）がきれいやった。œ  町民お&見 。 

¦やまびこ<ーニバルの次日にスポーツ大会やりよったのがよかった。  

¦出店もっと色々な店（てづくり市に来て いる人とか）も出せるようになったらよい。 

¦コロナもあっておまつりをやる事に心配もある。  

¦ダムz•（広場）昔イ­ントやった事がある（ž）大人になってもŸえち う。  

¦¡ ¢運動会、œ¢お&見（イ­ン  トとして）集まる。 

¦子どもたのしい。お£のんだり＋防災、¤ ¢おまつり 

¦x”•を­ースにもっと人がくるおまつりに。  

¦ž ¢イ­ント 、みんなが集まれるような。 

¦éィンター<ニバル、過去に開rした  運営などの体制むずかしかった 

¦¥H体験ªトミ<も協¦してくれたらもっといい。トgタや§ンダも。  

¦リアルトミ<¨ダムから見る。実際のHをåくからみて§しむ。いろんな重/、はたらくHをみる。  

¦うまい1合に本気で結ばれたい男女などが出©えるイ­ントがあるといいと思う。  

¦g食でなく $食 男子も大切。そんなイ­ント（出©い）がやれたら§しいと思う。  

¦Œ一してイルミ%ーqョンªりつけ。ダムの«¬.、食事できるイ­ント。人が出会うイ­ント。  

¦žの食べもの  

¦集うところ増えていほし。  

¦実は文化的なお土地­であることを利用していく。  

¦図書館のe持。  

¦新たな事にm戦できる町  

¦7^性  

¦文化・芸術 ・本 

¦文化が人間性を高めて豊かな町になっていく  

¦人間力・共感¥-力  
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¦人生に®りを  

¦いまでの分かに新しい価値を加える  

¦本から生まれる土佐町人  

¦文化芸術を生活の中に  

¦みんなの図書館  

¦係の方が¯かでいろいろ[きづらい。]しかけづらい。<ード を作りにくい。 

¦男性（大人）の利用者あまりみかけない。  

¦図書館があまり身近でない。  

¦図書館に人が自然と集える施設を考えては。歩いていても見える図書館にしてほしい。「読書の町y

言」を誇れる環境をつくりたい。 

¦図書館の地下をまた入れるように。使って いないのがもったいないªメル¯ンな空間なのにSなÓ使

わないのか。 

¦中学生・高校生・大人がおちついてÌVできるス´ースがほしい。2は中学生の時一o利用しました。  

¦図書館に関しては、土佐町は読書のまちy言をしているが読書のまちと思ったことがない。利用率や

図書館に入れる財源はどうだろう。図書館のことについてもりこんでくれるとありがたい。 

¦図書<ードをつくられているか。目標をたてているが、達成はされてなかったと思う。利用<ードの

発行目標からでもよいと思う。1体目標を上げるといいかなと思う。  

¦子どもが町をみて、その土地（地区）の行事やklを知ることは大事である。  

¦地域の行事に変化が無いと、°きが来てしまうし、子ども達がW力的に感じてもらえる行事が良いと

思う。地域の人達が§しいと思わせないとうまくいかないと思う。  

¦アートVのサークルをつくる。  

¦サークルをつくって大人・子どもで®ð。  

¦ñŒ文化を守る活動  

¦文化の多様性、sÊ/会を増やす。  

¦Bるさとバスがあった。全員一Äになって一日まわるツアーがあった。各地区によって、この地区で

ñŒの]をしてくれたり、教えてくれるようになった。他の 地域の子・ñŒ行事を知らん 子が多い。

Óひそういう ことをやると§しいかなと思う。  

¦「ひとはひとなか、 . は. なか」ということばがある。人は人の中でしかいきていけないので、アー

トを通じていつでも集まってきてお’いが‡±をóめていく想いのあることをみんなで²めていく。

本当のまちづくりではないかと思う。 

¦³x歳になると¬かを習得している。その習得したものを共有できること。ひとりひとりの生きてき

た生き様についておじいち¼んおばあち¼んが教えられる場があると良い。  

¦ $ピ%ススポーツクラブみたいに文化Vの組´をつくり支援する。µ画、映画、¶道、読書会、·¸

など。  
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【v 2030 年の土佐町w Šール ４の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 
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【現状と課題】 

 第 1 次産業（農畜林業）は土佐町の基•産業です。  

第６次土佐町振興計画町民アンケートでも、「農業、林業、畜産業の振興」はいずれの世代においても

非常に重要であると考えられています。一方で、「畜産」については施策の実感度も高いのに対して、「農

業」「林業」では実感度が低い状況にあります。畜産と同様に、さらに充実した取組が求められています。 

 

産業別特化係数（全国の平均的な構成比と比較したときに、その地域がどの産業に特化しているかを

表す指標）でも、土佐町では農業及び林業への高い特化が見られます。一方で、特に農業では、cいd

の８割以上が 60 歳以上であるなど、極端に高齢化が進行してきています。また農業、林業いずれにお

いても、経営体あたりの産出額や収入は全国平均、高知県平均を下回っています。農業では農協の取り

¹いが減少し小売業者への販売が増加していること、林業でも林産物販売9額が増加していること等、

近年特徴的な動きも見えていますが、産業としては課題の多い状況と言えます。 

 

第一次産業は単に地域の産業であるだけでなく、それが生業として営まれることで、地域の環境を守

ることにも繋がっています。また、第一次産業のあり方や、それらを取り巻くi術・テクøロジーも多

様化してきています。ひとりひとりのcいdがその人の'む収入を得ることができる、これからも持続

可能な新しい形の農畜林業をつくっていくことが必要となっています。 

 
 
（関連する町の代表的な計画） 

 ・農業：土佐町X来ビジョン、水田フル活用ビジョン、人農地プラン、  

農業の有する多面的/能の発ºの4進に関する計画 、農業Ÿ員会活動計画、集·協定、  

指定棚田地域振興活動計画  

 ・林業：土佐町森林整備計画 

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰2030 年にかけて、土佐町や日本の人口は減少していきますが、一方で、世界の人口は、アジアやア

フリ<地域を中心に 11.5 ¹人増加 し 85 ¹人に達 することが見=まれています。 これに伴い、2050

年には、今と比べて食料が 1.7 倍必要になるという予»があり、そのための食¼Ž保が課題となって

います。 

 

‰½¾人口（x分な食料がdに入らず、¿D不良になっている人びとの数）は、長く減少を続けていま

したが、最近になって、íび増加に転じています。 誰もが¿Dのある食料をx分得られるようにするた

めには、環境と調和した持続可能な農業を推進し、生産者の所得をŽ保し、農業生産性を高めるための

研究・投資を行う必要があり、経済、社会、環境の産側面を*断する 目標設定が求められています。 

 

‰また、½¾の原因の一つに自然災àが げられます。世界で食料不足にÀしむ人たちの 8 割以上は、

自然災àが発生しやすい場所で生活しています。地ÁやÂÃ、Ä水やÅばつなどが起こると、農作物や

田Æが被àをjけ、家や仕事もÇわれ、食料をdに入れることがfしくなります 。 

 

‰国連が発表した報È書では、持続可能性について考Þされ ている、健康的な食事に切りÚえられるな

らば、É大なコストをÊ約しながら、½¾へのËÌりをÍÎするÏけになると指Ð されています。それ

により、2030 年に年間 1.3 Ñ#ドルに達すると推定される不健康な食事に関連する健康コストをほ

ぼÒ全に相Óできます。一方で、食事に関連する`Ô効果=スÕ出の社会的コストは 1.7 Ñ#ドルと
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推定され、最大 4分の 3 をÖ減することができます。  

 

‰この報È書 では、¿D価の高い食!の費用をÖ減し、健康的な食事がd×な価—でdに入りやすくす

るために、食料qステムの変5を求めています。1体的なQM策は国や地域によってØなりますが、全

体として言えることは、食料サプライò–ーン全体、食!環境、およびÙÚ、公共支出、投資政策を形

作る政治経済におけるH入に答えはあります。本報È書では政•に対し、以下の行動を求めています。  

・農業への取り組みにおいて¿D面への考Þを主流化する  

・非効率性や食!廃棄を減らすことを含め、食料生産、保管、輸送、流通、およびマーケティングに

おけるコスト増加要因をÖ減する  

・地元の小規模農家がより¿D価の高い食!をÛÜ・販売し、市場へのアクセスをŽ保することをサ

ポートする 

・子どもの¿Dを最もニー`の高い項目として¢(する  

・教育と広報を通じて行動変^を4進する  

・¿Dを国の社会保Iqステムと投資戦Bに組み=む  

 

‰人口増による食$やÝのÞ要が増すことで、たんßく質のuà源が不足することも予»され、「タン

Fク質クライqス」とも言われる対策として、「áâ食」は、高タンFクで、Dãが比較的^Úな食材

としてä目されています。また、大åなどを使った v 代Ú$ w は、健康æ向もçい風になってすでに#

国を中心に広がっており、生産者やè業の連Uによる高付加価値商!の開発や経済効果が期•されて

います。 
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¦自然豊かな土佐町を取りÌすª現状のス<林からé山化して、地域をもりあげてほしい。（自然体験・

交流・生業が持てればよい） 

¦瀬戸川や地蔵寺川の水源が保たれていること山が生きていてほしい。  

¦きれいな空気、水は変わらずあってほしい。  

¦土佐町の未来、自然を大切にしてほしい。山、川、道の整備。  

¦川にたくさんのÝがいる。  

¦自然・文化、いつまでも誇れる自然のêしさÅ子uに教えていきたい、†りごともjけbいでいける

よう後b者教育  

¦自然。ëâ森の見Àらし\z•のb続的整備  

¦自然林に返せたら  S  

¦地域にはそれぞれのklがある。klを大切にしながら自然環境を守り活性化 する 

¦緑が多い町（自然が豊かなわけではないようなS）  

¦人と自然が共存している土佐町（山がd入れされている、川がきれいに保たれている、川がきれいに

保たれている、人が自然をめでている） 

¦自然を活かす               

¦水源地であることのíŽJ  

¦石原地区はghりなどで町内でも雑gに関してはきれいで す。この状態が続きますように。 

¦ghりは大切 。それを一つの職業として成立させてはどうでしょう。高àで。  

¦自然。町道の道ghり。今は地元民がしているが 10 年後は¾働力がなくなるので今後方向性を考え

てuしい。  

¦農業 にW力がない。土佐町に目ì の特産! をí 成î しているï路村 を見習ってí  

¦「第 1 次産業」とかではなく、田ð（地方）ならではの v 仕事w をŽ立する。  

¦商!開発 。いたどりラーñ                

¦自然を生かした学習  

¦あかうしアイス 。一回だけ食べるアイス         

¦Æがあればえいってもんじ¼あない。   

¦新しい農業のあり方                   

¦ Eò農業               

¦ 共同農場                       

¦ 農業をとおしたコミュニティ 

¦農地のe持心配                     
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¦環境e持と公共事業化  

¦水でいきる農畜林。                   

¦集·営農的な農業をするための事業化とóÏを 。今、各戸で田ôえからもみすりまで/0を持って

いるが、10戸とかくらいで協同/0（保管）場所を用意するóÏ事業がほしい。  

¦野"の価—競争が農業者の間で激化。共õれしている。ö一定のルール、基準を町が指Rすべき。  

¦空家・÷作Ë棄地を無くすべく一次産業をßり上げてほしい  

¦農、畜、林業で生活できるøの食える町に支援策の充実  

¦農林業で生活できるような体制づくり  

¦農業で生活できる収入があるように  

¦主産業農業では食べていけない。子どもが土佐町をäれる。  

¦町内の農業自à率を上げ る（町内で経済を回す） 

¦自然を生かしたé山づくり。観光・体験へとつなげていく。  

¦地域地域が 10 年を目標にした環境づくり。&、&ùのôÛ等  

¦自然と共存した生活  

¦さめうらú、ダムサイドに&.の森を作り、四ûü々の&を§しめる。観光にも役立つ。  

¦ ころろ広場のzýにプラタナスのような·þÿをôえてほしい。  

¦山を活かせたら良いのではないか。  

¦自然は多いが公ƒ（みんなが ÿ!?"!? 等できるような）がない 

¦早明浦_のzりの森林整備で自然アピール  

¦生活文化と自然の共存共生  

¦森林・. が成長して’ が広がっている。ž が! い。ö 対策をí  ;採 の相" をしているが進まない。 

¦土佐町には.材がBんだんに#まれているのにそれを$:に活用する方法等を考える林業課のよう

な課がないのが不思議です 

¦林業関係で生活できるような仕組みづくり（移住者の人も）  

¦もっとdaにÆをはじめられるように  

¦ 1 %月&'とかのØンタルÆがあればすこしでも自à自足になるのでは。  

¦Þ要とuàのバランスが合わない。生産者は「高く売りたい」消費者は「安く(いたい」結局安く売

らないと収入がないª農業では生活ができんなる。作る事を応援する仕組みはないかÐ  

¦)*àをなくすには豊な森林づくりが必要では。空き家z•や÷作Ë棄地はいのしし等の+れ家とな

る。)*àは高齢者のいきがいそ,。  

¦半農半 - という言þが使われている。土佐町なんか の地域に当てはまる。ひとりひとりが.,農畜林

業がまさにそうかと思う。農村に目を向けていく人が多いので、農村に移住してuしいとおもうが、

移住した人は結局農業からäれている 気がする。農業だけで生活はfしい。ちょっと農業をしながら、

³会の能力を活かして、自然にも関わりながら生活できるよ。農畜林業ができることをアピールする

と良い。 
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¦³会からghりを体験してもらえる。ghりはちょっとk習したらできる。地域の見た目が変わるの

で田んぼを作ろうとなる。 

¦ghりは本当に必要な取組だと思う。ビジ%スòャンスになると思う。è業が来て¤場だけの仕事に

なる。あとはž場の仕事をみつけてくること。田ð仕事コーディ%ーターなど、課題をビジ%スに変

えていけるような発想を行政施策として仕/けていけるとよいなと思った。 !  
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【v 2030 年の土佐町w Šール ５の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 

 

!  
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【現状と課題】 

 第６次土佐町振興計画町民アンケートで最も実感度が低い施策のひとつが「雇用対策の充実」です。

町民、特にZい世代が地域で暮らし続けていくためには、仕事や雇用が必要です。持続可能な土佐町の

実現に向けて、取組のV化が必要となっています。  

 

 土佐町の就業者数を見ると、町全体の人口減少に伴い平成 17 年からの 10 年間で就業者数が約 300 人

減少しています。農業、建設業、卸売・小売業、教育などの分野で回復傾向にある一方、林業、運輸・

情報通信業、医療・福祉などでは減少幅が大きくなっています。 
 産業別付加価値額（è業単位）で見ると、医療・福祉分野が全体の約 40％を占めており、これは高知

県や全国と比較して、非常に大きな割合となっています。,-業の事業所数、+業者数は概)*ばいで

ある一方、小売業では事業所数、+事者数ともに大きく減少してきています。近年、町がä力してきた

観光分野では入=>数等が増加しています。  
 地域経済の自立度を示す地域経済循環率は現在 53％となっており、2010 年の 40％から向上してきて

はいますが、まだまだ地域外への流出が多い状況です。産業別移輸出入収支額（産業別でみた地域外か

らの0入と地域外への販売の収支）でみても、建設業、公務、保ŽG生・社会事業などで町外への流出

が多くなっています。 
 
 現在の土佐町は、産業構-の_りや、地域外へのお9の流出が大きい状態にあります。 Zい世代が地

域で暮らし続けていくためには、こうした地域外への1け2れを3めるような新たな産業を¥出し、地

域内経済循環を高め、持続可能な産業構-としていきながら、 地域に新たな雇用を生み出していくこと

が必要となっています。そして、そうした新しい産業が生まれやすい環境としていくことが必要となっ

ています。 
 
 
（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町まち・ひと・しごと¥生総合戦B  

 ・土佐町 SDGs 未来³市計画  

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰持続可能な開発というと、環境の持続可能性の_りがちでした。これを人類の4¿とその前tとなる

地Rの4¿という}点として、経済、社会、環境という 3側面を同じ土5で進めること、「経済成長と

環境6化の分断を図る」ことが必要になっています。大量生産大量消費で、̀Ô効果=スも 大量Õ出す

る+来型の経済成長から78し、より少ない資源投資で生産性を げることによって経済成長を達成

するùデル構9が求められています。  

 

‰2030 年には、道やダム、c気をつくる発c所など、2たちの毎日の生活を支えている基本的なもの

や、病院や学校や公ƒなど、安心・安全に暮らしていくためになくてはならない施設・インフラがすべ

ての人に公平に利用できるようになることが目指されています。 

 

‰また、資源をより無: なく使えるようにし、環境にやさしいi術や生産の方法をより多く取り入れら

れるようになっており、そのためにイø­ーqョンや研究開発が積極的に進められています。  
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‰2030 年までには;を含めた地表全体が、 100%インター%ットで<バーされる可能性があると言われ

ています。 
 
‰持続可能な産業化という}点では、資源利用効率の向上やクリーンで環境に配Þしたi術を<使した

産業化が主体となっていきます。その中で、インター%ットや IoT i術、あるいは AI や 3D プリンタ

等の開発によりyなるイø­ーqョンが期• されます。 

 

! !
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¦W力的な雇用の場所  

¦外国人の生活できる町に  

¦働ける場所  

¦=山の人が雇えるè業  

¦仕事・産業雇用の増加  

¦子どもたちが帰ってこれる環境。仕事。  

¦‡子でつながる仕事、>場とか  

¦Z者 が働ける場所。à料 が良くならなければí  

¦仕事大きなè業を?致する、雇用が増えるように  

¦地域産業が、せめて今の状態をキープできていたらいいと思う。  

¦%ット環境とテØpークの人の@期住居整備。  

¦Zい人の仕事がほしい。  

¦水とともに生きると•げるのならば水資源/構と連Uし雇用¥出すべき  

¦¬か始めるのにòャンスのまち  

¦好きな事を仕事に  

¦町内で循環する経済をすすめる  

¦在宅pークの人の移住支援  

¦子ができる子が増える産業  

¦¾働力  

¦ ý#.# ?-m#s þ "#N ?>þ22#"*# （ストA）  

¦資9調達  

¦®C地を有効利用  

¦世界の流れにのっていく  

¦&少性を力にできる  

¦ダムの工事がどう’“するか  

¦ダム工事。おB当Cさん作ったらもうける  

¦かわりにやってくれる人%ット商売  

¦土佐町Dマ%ーのE  

¦自然から学ð産業  

¦9がつく$:店  

¦バイ3発cの町。  
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¦不動産業のŽ立  

¦観光協会は本気で人口倍増  

¦早明浦ダムの有効活用（F民共存で）  

¦.質バイ3マスを活用ª  （プールとか、健康増進対策） 

¦<フ–はあり続けてほしい。居£Cも。  

¦GH光F%ルを設置して売り上げをI元するのがよい。ö土佐町の÷%ル<ー産業にできないか  

¦心安らげる場所がuしい・qョッピングセンター・J¶店  

¦àñ所～高知K行  生活するのに必要なもの。 

¦新•»田井?  

¦集合農ƒ作る（だれでも農ƒ参加）土地（公的）。  

¦昔はお店（文1やおî子）が多かったのに:î子Cさんない。  

¦町立LMC。 100 歳割°とか。  

¦‹ーòューバー  

¦土佐町発信 N-/ò/1# òャン%ル。  

¦水が仕事になる  

¦空き家の中の整理等の仕事  

¦空地の有効活用（民にも情報を）  

¦小規模の公共工事等の発äをして、地元へのO収I元を。例：道路のe持管理、水路はコンクリート

IPではなく、自然と調和するIPにし、メンテナンスを小さく発äする。  

¦本Cさんがあればよい。  

¦ 出会いの場にもなるQÚRSCT所をつく りたい（土佐町立） 

¦土佐町プØミアム商!²をùデルケースとして、全国に発信したらいいのではÐ（かなりよかった）  

¦•が活気づいてほしい。（£）  

¦仕事・産業大学キャンFスの?致し第 1 次産業を教えたり新しい産業も設立。キャンFスができるこ

とでZ者が増え、q–ア$éスの運営や食Uなども活用でき、新たな発™につながる。  

¦&もVいてW山トン%ルも通ったら、そこでみんなが産業を持ち、生計を立てていけるような未来を。  

¦自営業したいという高校生。起業ができるまちづくりを。  

¦c]ä文できる店ができ、配達してほしい。  

¦働ける場があって生活できれば、土佐町に帰ってきたい人が=山います。町外の流出について、建設

業については、地元の職人が育たない状況にある。町外から建設業が入って仕事をする状況がでてい

る。高校生中学生も地域の仕事の環境をみせていくことが必要。 

¦Á行としていくのにóÏをしていただくようなóÏ出資があると良い。Á行してきて、地元に帰って

きて仕事してくれるのであれば返す必要ないという仕組み。働き出したらす,収入も必要、結Xして

す,生活しなければならないZい子に、そのようなYkしやすい環境をつくっていただければと思う。  
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¦高知県は林業大学校ができ、学校で林業をŸえるスタイルができてきた。そこの就職Z明会では雇用

の•[が•示され、「有àが 'んで とれるのか」、「住宅があるのか」、「Íーナスがあるのか」で、*¬

びでみられて、就職;óから はじかれる経験をしている。また、実際きてもらってもまた続くかが別

の問題であり、ずっとお>さん¹いにするわけでない。ここ７～ 8 年は新規の方を入れる仕事もして

きたが、全然QMできない 状況。 

¦いくら地域にW力があっても入口の¾働\]でBるいに·とされてしまう状況。就職仕事の情報につ

いて、土佐町の求人がñわってこない。  

! $



 
 

109 

µC©A¶b·B” " È A—˜ÈB ¼!
 

D EF :Ge±QR(²³&e´*-dµO+&> ?

56789:;:D EF :Ge(¶[<*:;-d·O+&> ?

S%: 7¸1\¹:Ge±QR²³&.ºY<;+$d> ?

!

"#$%&'()* +, )-."#$%/0* +, )-1.23456789:;<"#$=>)?@ !

ABCDE%$F=GH)?I,.?035JK)?85LMI7)?8NOP;<"#$=>)?@ !

NQ)R=ST=%7<U9V."#$%W4XYZ[9\[9\1"#$]679:;<U9@ !

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

!  

" # $%&% '()*+ ,-./ˆ(123456789:;<=.>?@AB !

!

PDC! $%&% 'EF3G)*+(ghe‰i3€cJ‰iFX•ÝcJ‡b]cµ"h•G)*

+(ghe³~•‰iF]cŠ[x´±–bõ¯cqr3lcs !

!

PD$ ! $%&% 'EF3G‹Œh^Ó^•ÃÝcgh€X~6îFtu(“”€};e)yFic

qr3lcs !
!

PD&! $%&% 'EF3G+F›•lœY([3hÉYG›••xlXGŽ•X+3lcs !

 



 
 

110 

【v 2030 年の土佐町w Šール ６の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 

 

!  
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【現状と課題】 

 2019 年に実施した「土佐町幸福度調査アンケート」では、回答者の 90%以上が普通以上の幸福感

を感じて生活している一方、5 年後の幸福感については減少傾向が見られ、近いX来の生活について不

安をPいているという調査結果と なりました。また、人生満足度についても、日本人の平均値と比べて、

やや高めの傾向となっていました。 

 幸福度の高さと関連がóい要因としては、「健康状態が良好であること」「知的興味や知識、能力をK

ばしたりする/会に#まれていると感じていること」「土佐町の文化や特色に対し愛着を感じているこ

と」「自然環境や地域の食材についての身近に感じていること」「経済的にI^のある生活を送ることが

できていると感じていること」が げられます。  

 また、幸福度が高い人ほど、「次世代をŽ立させてRくことへの関心」や「自然環境を守るために¬ら

かの8cをしても良いと感じる」割合が高くなっています。  

 

 前Aしたように、 5 年後の幸福感について現在よりも減少傾向が見られるということは、町のX来に

ついての不安感の現れとも考えられます。土佐町が持続可能なまちであるためには、次代をcう子ども

たちが「好き」と言える町、「住みたい」「帰ってきたい」と思える町としていくことが必要です。その 

 

 

ためにはまず、土佐町で暮らす大人ひとりひとりが「土佐町を好き」「土佐町で暮らしていて幸せ」と言

える、そんなまちづくりを進めていくことが必要となっています。 

 

 

（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町幸福度調査アンケート 

 ・土佐町 SDGs 未来³市計画  

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

_ SDGs の推進にあたり ESD（持続可能な開発のための教育）が重}されています。 ESD の基本的な

考え方では、環境や÷%ル<ー、国際理Q、気;変動、生物多様性等の学習に加えて、地域の文化財等

に関する学習も重}されています。 ESD を通じて、環境・経済・社会のŒ合的な発™や、持続可能な

社会づくりのcいdを育むことが目指されています。  

 

‰ESD（持続可能な開発のための教育）は、持続可能な社会を目指す上で基`となる学習活動 として目

されています。ESD はロー<ルな社会課題や問題のQMに向けた目標設定で重要です。例えば、林

業、a業などでは、高齢化だけでなく後b者 不足が˜しbる中で、森はc廃し、a業就¾者が著しく

減少している。森がcれると水産資源もdeし、さらには`f化による;水`の上昇も一因とされる

¡Pa業のaˆ高の減少 gg など、森の]は暮らしているéや川;まで’“しており、地域には

SDGs に関連した課題が山積していることが分かります。 

今後、子どもたち自身が地域を知るための調べ学習を通じて自然資本価値をJ識し、ロー<ルな循環

社会を作りあげていく¥-性と共生力や多様性を育みながら、地元を愛する心に種をhく投資として

ESD が取り入れられていきます。 
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‰qビックプライド （地域に対する住民の誇り）のi 成に力を入れることで、定住人口が減少しても「地

域の価値」を向上させることは可能であることを、関€学院大学  法学部の>瀬jk教Æは指Ðしてい

ます。qビックプライドのi成は地域活動に参画活動する人（活動人口） の増加を4します。 地域内の

住民だけでなく、地域外の関係人口も活動人口に含まれていくことで持続可能な地域づくりが進めら

れてくと考えられます。 
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¦生 きちょって良かったí こんなに§ しいなんてª  

¦子どもたちが増え、町を愛する子に成長してほしい。  

¦家におったら[対さわる。することないき。  

¦みんながおいしい物が食べれて、幸せな気分で自然をlめられて。  

¦町民が町の自然の良さに気付き、自然を§しむ人が増えてほしい。  

¦子どもから老人が生活できる地域であること。  

¦仕事があり生活でき、子どもを育てれる地域  

¦高校生まで地元で通える  

¦年がいっても家で暮らせれる支援体制  

¦子・mがここに住みたいと思える町、帰ってきたいと思える町、お’いに思いやりの心がもてる町  

¦うら年。アップダéン  

¦地域全体で地域を愛でる  

¦子uたちが見る大人が土佐町のことを好きにならないと、子uたちが土佐町を好きにならない  

¦今を§しむ  

¦€土愛を育む取り組み  

¦€土愛  

¦子uにñえていく  

¦Bるさとを誇りに見えるまちづくり  

¦愛に生きる  

¦愛こそ全て  

¦Eとりのある町  

¦Fートナーが見つかる  

¦総合è業をつくる  

¦€土愛はénくさい  

¦うそくさくない€土愛  

¦子uに教える教員に土佐町のW力に気づいてもらう  

¦大学のo達にW力発信、地元民自信持つ  

¦€土愛を育む取り組み  

¦土佐町が好きといえるpý気づくり  

¦地域でしていることを見せるかしていく  

¦大人がまず姿を見せる  
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¦地域にいる大人が地域を愛する  

¦あなたの自qなんですかÐ  

¦帰ってきて家を建てたいのに土地がないªアFートがないª  

¦「土佐町に帰ってきたい」だけなのにまず住む場所がない。  

¦外に出ることが好きなので、県外にも;外にも行く。一Ô間に 3回€Çへも行く。土佐町にいるから

制約されるものではなく、いろんなこと自由にできる。もっと発信してもらいたい。おいしい物を食

べて自然環境が良い中で世界の仕事ができる。世界の子どもたちが帰ってきたいまち。子育てすると

きのr点はここだな。また老後自分の~活となる町というところが地域愛なのではないかなと思う 。 

¦地域愛を知る、感じるためには、地域外を知るべき。Zいうちに一度は、地域をäれるのも良い。  

¦ 地域の良さは外から見てsめて気づくことも多い。Zいうちに一度は地域からäれることも良いので

はないか。必要以上に地域でýう必要はない。  
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7¢4 2030 年までに、町内で暮らす様々なn人の立場や想いを、お’いに尊重できるようにする。  

 

7¢5 2030 年までに、今以上に、町の中で多様な人が暮らし続けていくことができる状態にする。 



 
 

116 

【v 2030 年の土佐町w Šール ７の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 

 

!  
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【現状と課題】 

 土佐町の生産年齢人口（15 歳〜64歳）は 1980 年以降一貫して減少傾向にあり、老年人口（65 歳

以上）に伴い高齢化率も 45％程度まで上昇してきています。一方で、年少人口（0 歳〜14歳）、生産

年齢人口ともに、その減少は緩やかになってきており、2015 年には 0〜4歳の女性、5 歳〜9 歳の男

性で、2010 年と比較して人口が増加しています。このように、土佐町の年齢別人口構成も、以前とは

少し変化してきています。 

 

 また、土佐町は高知県内でも地域外からの移住者が多い地域です。平成 26年以降、270 名以上が町

外から転入してきており、2016年に社会増に転じて以降、変動はあるものの、社会増減も縮小傾向に

あります。男女別の人口移動で見ても、40 歳以降の男性、30 代女性で転入超過となっており、ファミ

リー層が土佐町へ転入してきている傾向が見られます。 

 

qニア世代とZい世代、土佐町で生まれ育った方と土佐町へ移住してきた方など、以前と比べても世

代やt景がØなる多様な人々が暮らしているのが今の土佐町と言えます。  

 

一方で、町民の暮らしや考え方の多様性が高まったことに伴い、住民間のトラブルや不信感が発生す

ることも出てきました。これらには、u方のコミュニケーqョン不足から生じるvQが原因となってい

るものも少なくありません。様々な人が暮らしている町だからこそ、交流や集いの/会が重要となって

きています。昔から続いてきた土佐町の文化はもちろん大事にしながら、一方で、新しく入ってきた人

とも交流していくことができる。そうした集いの/会を増やしていきながら、多様性をまちづくりの力

に変えていくことが必要となっています。 

 

 

（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町 SDGs 未来³市計画  

 ・土佐町まち・ひと・しごと¥生総合戦B  

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰SDGs の達成に向けて、関係/関の「繋がり（Fートナーqップ）」が非常に重}されています。例

えばŠール 17には下記のターmットが•げられています。  

 ・17.16：すべての国々、特に開発š上国での持続可能な開発目標の達成を支援すべく、知識、$

:的知見、i術及び資9源を動員、共有するマルòステーク§ルダー・Fートナーqップによって

óÒしつつ、持続可能な開発のためのグローバル・FートナーqップをV化する。  

 ・17.17：さまOまなFートナーqップの経験や資源戦Bを基にした、効果的な公的、F 6 、市6

社会のFートナーqップをwx・推進する。  

 

‰SDGs において「繋がり（Fートナーqップ）」が重}されているのは、環境や開発、人権問題など

複雑な課題のQMに取り組むことが必要だからです。市民社会を含む多様な参加者が、課題のQMに

向けて力を合わせることが求められています。そうした議yの中で、「 z#þ3# Š- ¢-"# B#>!"+  誰

も取り残さない」というキーpードも、重要な概vとして考えられるようになりました。  
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‰持続可能な社会をつくるために大切な５つの要素として「人間（{#-ÿ2# ）」、「地R（ {2þ"#0 ）」「平

和（{#þ?# ）」「4¿（ {.-sÿ#.!0| ）」「繋がり・Fートナーqップ（ {þ.0"#.s>!ÿ ）」が げられま

す。この中で、Fートナーqップについては、「あらEるステーク§ルダー（関係者）とすべての人

たちの参加」が重}されています。  

 

‰}Eò （マサòューセッツ工¤大学） 組´学習センター共同¥始者のダニ÷ル・キム~によって、t•

されたùデル「成îの循環（ ò>#-.| -, S/??#ss ）」は、組´を４つの質でとらえ、zýとの関わり

方やコミュニケーqョンといった「関係の質」が高くなると、自然と考え方も前向きになり、目的意

識が高まって「思考の質」が上がります。それが人々の積極性や主体性といった「行動の質」を高

め、成果が生まれて「結果の質」につながります。すると、ますます関係の質が高くなる、といった

循環を指しています。関係の質・思考の質・行動の質を高めていくことで、組´開発が進められると

言われており、これは、地域コミュニティでも捉えられ、住民との関係（€つながり）の質を高める

ことで持続可能なまちづくりが進められるとも考えられます。 
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¦移住者の人々が°き続き来てくれる環境があればS今の移住者との交流をóめる  

¦地域の中で年代を問わず交流する場を多くつくる（£が入ってもよし、]し合いでもよし）  

¦ 10 年後もこんな会で]をしたい。  

¦みんながみんなお£好きではない。  

¦地域の連U、地域同士の連Uをóめる。  

¦地域住民と移住者の心がÊれあう場づくり  

¦意見尊重しすぎ。なじむ、•け=む‚力を。移住者 も。 

¦地区内でƒを合わせると¨©する関係（皆ƒ見知りな関係）はずっとあってほしい  

¦つながり・交流。とにかく空家を増やすこと、人が住める環境ができれば、移住が増え、新たな産業

等も増える。 

¦それぞれの世代が役割と生きがいのもてる町に。  

¦移住者同士で²まらないように。  

¦トン%ル1けたら。  

¦繋がり。移住者との交流の場を設ける。区長などからの地域へのお知らせなどがあると住民も‡しみ

を感じる。 

¦様々な世代がつながる、まちづくりを支える地域・コミュニティになりたい。  

¦Zい世代、qニア世代、移住者みんながプラスになること、想いがつながること。  

¦意見の合わん人も]ができる場をつくる。  

¦今を§しむ  

¦人の目を気にしなくてよい場所がuしい（ひとりになれる場所もuしい）。  

¦調整をJめるつながり  

¦„…のような 「誰 1 人取りこぼさない」 

¦まちはひとつの家族 。みんなが†良くÏけ合い支え合うまちに  

¦ ýþ"+ !" ýþ"+ なまちづくり 

¦ 10 年後もこんな会で]をしたい。  

¦地区内でƒを合わせると¨©する関係（皆ƒ見知りな関係）はずっとあってほしい  

¦移住者にも地域の事を守ってもらいたいªくずさずにª  

¦転出者が少なく、転入者が増えてuしい  

¦移住者が生計を立てれるように  

¦地蔵寺の‡在さんのような方が続いてきてくれますようにª  

¦自分のやりたいことをやりÚい町  



 
 

120 

¦老人が気aに食事できるところがあったらいいと思う。  

¦Bらりと立ち…ってのんびりできる<フ–、J¶店のような場所。  

¦常設の<ャラリーがほしい。  

¦Eったりできる図書館がほしい。  

¦気aに出かけられる食Uがあると良い。  

¦Zい世代とqニア世代の交流、相’理Qが大切  

¦地域に少人数でも集えてくつろげる場があってほしい。  

¦お年…りの活きがいづくり  

¦入院している人の家・Âのd入れ  

¦活きがいへのóÏをしっかりと。  

¦お年…りの集まれる場所を  

¦ˆ老会  

¦今までよりもっと、移住者と地元に長年住む方が協力してしていくことは大切。  

¦どなたがどのお家の方か全くわからない状態。Zい方を見かけても「だれだろうÐ」ってなる。  

¦情報をきちんとñえること  

¦知らんかった、というのがないように  

¦大人の社交場が必要。いろんな世代の 。 

¦広報を充実しなければ、みんなが知る事ができない。小さな事を、対外的にも、観光とかにも  

¦世代交流で、社協の 「あったかBれあいセンター 」をやっているが、5 年前くらいは、0 歳から‰０

¬歳が集うような場所をつくって今独立した。社協さんの取組は素Šらしかった。「あの人だれÓよ」

って言ったときには、知っている人がZ明すると その人も安心する。一Äにお¶î子食べる/会。§

しいと思う。 

¦ 移住者と繋がる場が必要。また、移住者が移住者どうしで²まらないことも大切。 $
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8¢4 2030 年までに、新興感‹Œの流行のÑし 等を•切に捉え必要な対応をŽ断できるようにする

とともに、それらの感‹•大防Î策に町民全体でしっかりと取り組むことができるようにする。  

 

8¢5 2030 年までに、犯罪や特殊•‘などの被àに’わないための対策を充実させ、そうした被à

リスクにVい状態とする。  

 

8¢6 地域の移動d段のŽ保や、道路・“”の保守、上下水道のe持を通じた水のuà、インター%

ットへのアクセスなど、町で暮らしていくために必要なインフラを今後も現在と同様の水準で

e持していく。  

 

8¢7 2030 年までに、$ードのe持及び整備だけでなく、nフトの仕組みづくりを通じて、V•（Ø

ジリ÷ンス）な町を実現する。  

 

8¢8 2030 年までに、地域の消防団を現在程度の体制でe持していくとともに、自主防災組´等の

活動の活性化を通じて、地Áや災à、l事等の有事に対応できる状態とする。  
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【v 2030 年の土佐町w Šール ８の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 
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【現状と課題】 

 第６次土佐町振興計画町民アンケートでは、「健康づくりの総合的推進」「地域福祉の充実」「高齢者支

援の充実」「障à者支援の充実」などの健康福祉分野、「消防・防災の充実」等の–/管理、「上下水道の

整備」や「道路網の充実」などのインフラ整備について、いずれも重要度・実感度ともに高い状況にあ

り、これまでの取組の成果を一定反映しているものと考えられます。一方で、「公共交通の充実」や「住

宅施策の推進」では、重要度は高い一方、施策の実感度としては低い状況にあり、今後の取組の充実が

求められていると考えられます。 

 

 町の現在の高齢化率は約 45％。今後、2030 年ごろには 50%を超え、町の高齢化のピークをCえ

る推計となっています。これに対し、現在の町のHI保Žサービス利用者や、要支援・要HIJ定者数

は*ばいからやや減少傾向で推移しています。これまでのフィールド医学の取り組みや、地域福祉の取  

 

 

り組み等を軸にしながら、今後も自Ï・共Ï・公Ïそれぞれを充実させていきながら、住みよい町、生

涯にわたって健康で安心して暮らせる町としていくことが必要です。 

 

 町で暮らしていく上で必要なインフラは一定整っており、これから新たに新設等していく必要がある

ものは少ないと考えられます。一方で、施設の老—化も進んできており、今後はこれらの必要なインフ

ラをe持していきながら、町内の各地域で今後も暮らし続けていくことができるようにしていくことが

必要となっています。 

 

 土佐町では、今後発生が見=まれる•;トラフ地ÁにおけるÂÃ等のリスクは大きくありません。一

方で、近年˜vされている気;変動やØ常気象、それらに伴う豪雨災à等のリスクは高まっているとも

考えられます。Ë置山林や÷作Ë棄地が増加 し、山の保水力が·ちているというような指Ðもあります。

まずは土佐町の水源保全・™D力の実態を把握しながら、nフト・$ード両面で、災àにVいV•な町、

安全に暮らせる町としていくことが必要です。 

 
 
（関連する町の代表的な計画） 

 ・防災、インフラ：土佐町地域防災計画、国土V•化地域計画、 循環型社会形成推進地域計画、 

上・下水道経営戦B  

 ・健康福祉：土佐町地域福祉計画、高齢者保健福祉計画・HI保Ž事業計画 、障à福祉計画 ・障à•

福祉計画、健康増進計画・食育推進計画 

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰SDGs では、全ての人が「幸福」に暮らせる世界の実現が目指されています。この「幸福」は、š

¸では N#22 1#!"* （é–ルビーイング）と表記され、人々が身体的・9:的・社会的に良好な状態

にあることを意味しています。このé–ルビーイングの実現を通じ、 2030 年に下記のような世界

が目指されています。 

・›産õの死亡率や新生•死亡率 の減少。ñ‹病や感‹Œ への対処。 

・すべての人が、お9の心配をすることなく予防s種やpクòンといった基礎的な保健サービスを

jけ、値段が安く、かつ質の高いœをdに入れ、予防s種をjけられる。  
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�道やダム、c気をつくる発c所など、2たちの毎日の生活を支えている基本的なものや、病院や

学校や公ƒなど、安心・安全に暮らしていくためになくてはならない施設・インフラがすべての

人に公平に利用できる。 

�すべての人が、住むのにx分で安全な家に、安い値段で住むことができ 、基本的なサービスが利用で

きる。女性や子ども、障がい者、高齢者などのニー`に配Þした公共交通/関が充実し、•い立場の

人々の住環境も改•され る。 

 

‰世界的な人口増加に伴い、飲料水等の不足が˜vされています。気;変動に起因する水不足や、水に

関する災àも問題となっており、特に近年は、集中豪雨や\風の’“により、各地でÅばつや水àが

起きています。•切な水の管理を行うことは災à対策としても重要な}点となっています。このよ

うな水資源の管理をするためには、水に関する生態Vの保Iや回復が重要であり、そのためには、地

域住民・コミュニティが参加・関8することが求められています。  

 

‰2030 年までに œ›2 （•ž化6素） または`Ô効果=ス の実質Õ出Ÿロ を実現することについて、

世界中の国々が表明しています。GH光発cはc力uàの新たな中心となり、大規模な•大が見=

まれます。2020～2030 年に、GH光発cは年間平均 13％成長し、この期間のc力Þ要のKびの

ほぼ 3 分の 1 を占めることが予想されています。 

 

‰自然÷%ル<ー財団が運営する「 FE¢‰s#.s（自然÷%ル<ー‹ー ーè業%ットpーク）」は化石

¡料からí生可能÷%ル<ーへの転±に向けて、政•とc気事業者に対して 3 つの戦Bと 9 つの施

策をt言し、戦Bでは、「 2030 年までに国全体の発cc力量の 44％以上をí生可能÷%ル<ー で

uàすること」などを求めています。  

 

‰気;変動対策については、あらEる¢急対策が必要となっています。災àにおけるØジリ÷ンスと

•応のV化や対策を国の政策、戦B、計画にßり=むことをはじめ、緩和、•応、’“a減、早期£

¤に関する教育、¥発など‹¦的に気§変動問題QMを目指しています。そのため、Ÿロ6素i術を

つかった送c網やH道、ビルは予想よりも¨かに•大していくことが考えられます。現在クリーン

テクøロジーのコストが下がり続けているため、í生可能÷%ル<ーは©的に増え、世界のc気^

量はí生可能÷%ル<ーでまかなわれていきます。 2030 年までには、事実上、石6l力i術から

生まれる新たな発c能力はないとも 言われています。 

 

‰í生可能÷%ル<ーが広がる中、発cだけでなくª利用も組み=んだ「地域内÷コqステム」として

の小規模な.質バイ3マス利用がä目されています。地元の森の材を集'・加工し、自家発c方Òで

発cして集·内にc力と`水をuàする、÷%ル<ーの地産地消であり、同様に、小水力発cや市民

nーラー発cなどの取り組みも広がり、自然資源を活用した œ›2 Õ出量Ö減のみならず、雇用の¥

出や地域¥生などにもつながっています。森林資源の積極的な利活用が今後のX来に期•されます。  
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¦災àにVい土佐町。                 

¦安全（災à）。  

¦定期的に«cするとか                

¦誰もが安心して安全に暮らせるまちに  

¦防災士をS½って下さいませ。  

¦もし•;トラフが起きていなかったら、地域の‚f計画を新しくすべき。  

¦安心安全に住む場所。  

¦安心して暮らせる。過ごしやすい  

¦保育ƒのセキュリティ  

¦€•;・•;トラフ¬­³S下型地Áは、起きているかもうす,起こる。  

¦ ®þ?# 0- ®þ?# なまちづくり 

¦総合病院が充実し、市内等に行かなくてもよいようになっていてほしい  

¦気が)なくHIサービスなど社会資源の利用ができている。  

¦小•¤、小•¯¤ほしい  

¦°±¤毎日ほしい。                 

¦医療/関充実を  

¦地域医療のサポート。                

¦年…りが安心して死)る環境。  

¦2はこの地域で子育てしてたい。（病気と付き合いながら）  

¦福祉の町づくり。安心して自宅で死)る医療体制の整った町に住みたい  

¦各家にタブØット端末が~付されていてほしい。情報化対応、地域内の連²コミュニケーqョン、防

災時利用など 

¦町が運営する水道に切りÚえてほしい。（高齢者が多くなり、地元管理がfしくなってきた）  

¦フィールド医学の充実で高齢者が元気に。  

¦健全なòャンスをつくらないかん。  

¦せめて地域のライフライン（水・道・“）などはe持。Sして使っていく。  

¦お年…りの行き場がなくなるÐ  

¦小さな¾力で大きな効果を（新しいi術のR入）  

¦水道工事に対応できる業者さんがわずか  

¦³歩コースにちょっとCめるイスがあればうれしいª  

¦U´c]の不感知がなくなる様に。  
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¦歩道にCµがほしい。（所々）              

¦公共施設に。 ®.## W!¢,! があると¶利  

¦<ラスが多い。対策をしてほしい           

¦W山トン%ル開通。  

¦外˜を増やしてほしい。               

¦町民全員が暮らすまちづくり  

¦基`整備四国の中の土佐町              

¦アップダéンを¥りこなす安心安全  

¦ライフラインを守るª（インフラe持管理）  

¦pンコインで町内を回ってくれるバスがあれば（小さな）。  

¦タクqー８時までÐ  

¦Hの運転をやめた後の移動d段が整っている。  

¦自転Hの人多くなって運転こわい 。自転H·ーンあれば  

¦バス«にCµがほしい。  

¦(い物はドローンで出来るように。  

¦高¸町道を全»改良すべし。  

¦アクセスよい。  

¦高¸地区の街¬みすべてが部分改良されて、老後になっても安全にHの運転が出来たら良いと思う。  

¦高齢者も安心して住めるまち  

¦施設、人員的にx分なHIがjけられる体制がある  

¦高齢でもアルバイト的に働ける場所がある oqルバー人材センター含む p 

¦生きがいがある （趣味を持てる） 

¦移動d段がある （四国新•»も含 む） 

¦(い物にzらない （店¹のe持 ） 

¦高齢者が¬でもいいので活ºできるものがある  

¦災àにVいまち  

¦各家Â及び‚f場所も含めしつかりとした備»体制がとれている  

¦農業のe持 o国土保全や食料自à率のe持 p 

¦森林がきれい  

¦まず自分のことは自分で守るという意識が高い o自分の家のことはまず自分でp 

¦地域でお’いのことを見守れる  

¦¥り合いタクqー的なのほしい。  

¦山の中のポツンと一¼家は老後生活できない。  

¦高齢者の見守り。  

¦½独死のようなことが[対ないように。  
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¦ライフライン は重要。特にお店。Hでßっと市内へ(い物することもあるが、土佐町で¿Àっている

店は=山あり、そこをe持することで安心して暮らせる人もいる。さらにこれから人が減っている。

商売の相dが減ってくる中でしんどくなる。地域に ある小さなお店について、末広もないとzる。戦

B的に行政で考えてほしい。  

¦°±¤がuしい。¾ち¼んの中°¿はしょっち うあること。半日Cみとって毎日いかんと いけなく

なる。医療もdÀくしてほしい。  

¦ 他地域に(<けて「自動運転」に積極的に取り組んでほしい。土佐町限定や„北地域限定の特区的な

取り組みをつくることで、(い物f民対策にもなる。 !  
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【v 2030 年の土佐町w Šール ‰の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 

 
!  
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【現状と課題】 

 国立社会保障・人口問題研究所による土佐町の 2030 年人口推計は約 3,100 人。高齢化率は 50％

を超え、人口の約半分が老年人口（65 歳以上）となります。これに対し、生産年齢人口（15 歳〜64

歳）は約 1,250 人、年少人口（0 歳〜14歳）は約 300 人と、いずれも現在よりは減少していく推計

となりますが、以前の推計値と比較すると、多少改•傾向にあります。（ 2013 年時点の 2030 年推計

人口は 3,073 人。これに対し、2018 年時点での 2030 年推計人口は 3,189 人） 

 

 自然増減（出生及び死亡）の推移では、1995 年以降一貫して自然減（出生数に対し死亡数が超過）

となっています。高知県内他地域と比較して土佐町の合計特殊出生率は高く、出生数が毎年一定して 20

人〜30 人程度であるのに対し、死亡数は近年減少傾向ではありますが、それでも毎年 60 人前後の自

然減は今後も続くことが予想されます。 

 

 社会増減（転入・転出）で見ると、転入数では 2013 年以降、多少の上下はあるものの増加傾向が続

いています。これは土佐町外からの移住者の増加が一因と考えられます。一方、転出数は、1995 年以

降減少傾向にあります。このため、2016年に社会増に転じて以降、変動あるものの、社会減は縮小傾

向にあります。 

 

 また、男女いずれにおいても、20 代で転出超過となる傾向が見られています。就職や進学をきっか

けに、土佐町外へ転出していると考えられます。 

 

 Áに高齢化率は 45%程度となっている等、年齢構成に_りが 生じているため、当面の人口減少は‚

けられないと考えられます。一方で、中長期的に少しずつでも「人が増えていく」地域を目指していく

ことは不可能ではありません。子uがたくさん生まれ、進学や就職で地域外に出ても 「いつかは帰って

こよう」と思える町。生涯健康で長生きできる町。土佐町外からも°っÂしてきたいと思える町。様々

な取り組みを通じて、そのような地域を実現していくことが必要です。 

 

 

（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町まち・ひと・しごと¥生総合戦B  

 ・土佐町人口ビジョン 

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰土佐町や日本全体の人口はこれから減少していくことが予想されますが、一方、世界人口はさらに増

加していく見通しです。国連経済社会局人口部が発行した『世界人口推計 2019 年D』では、 2030

年には世界人口は 85 ¹人を超え、 2050 年には 100 ¹人となると予»されています。  

 

‰こうした人口増加は、一部の国々で急Ãに発生する見=みです。 インド、ナイジ–リア、Fキスタン、

コンŠ民主共和国、÷ò3ピア、タン ニア連合共和国、インド%qア、÷ジプト、#国 の‰<国で 、

現在から 2050 年までの間の世界の人口増加の過半数が発生すると言われており、それ以外の地域で

は人口減少に転じる地域も多く存在します。 

 

‰全世界の合計特殊出生率は 2050 年までには、2.2 人程度まで下がっていくことが予»されていま

す。同時に、高齢化や平均ÄÅのKびも進行する見通しとなっています。日本の現在の状況は、こうし

た世界の未来の姿を(<けているとも言えます。  
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¦今の人口をキープ。  

¦土佐町は人口減少が進む。過Æ化、限界集·が多く、無くなる集·も多いのではÐ  Ç古野地区もS  

¦土佐町に老人をæð。Z者の。  

¦移住者が増えればよいが、定着がfしい。理由：仕事がない。  

¦÷作Ë棄地を移住者に作らせる。仕事になる。  

¦子どもの数がたくさんになったらよい。  

¦人口減少をくいとめることができるかが最大の課題。  

¦子どもが増える。  

¦子どもたちが増え、町を愛する子に成長してほしい。  

¦Z者がBえてほしい。  

¦人口が減らないようにしてほしい  

¦子どもが帰ってきてほしい。  

¦Z者がたくさんいる地区で。  

¦人口が減少しない施策を。  

¦人口増º新規事業  

¦Z者・子どもの多い地区。  

¦Zい人Bえてもらいたい。  

¦子どもが少ない  

¦増えていてほしい（人口）  

¦Zい人ª  

¦人口が良くて 2,000 人\では。  

¦ 限界集· みたいになる。 

¦少子高齢化がもっと進む。  

¦高齢者と子どもたちの交流できる場があればよい。  

¦いまより人口増であってほしい  

¦多様な人々で構成され、すべての人々が生き生きと暮らせる土佐町  

¦人口が増えるために、¬をせないかんか。  

¦過Æ化対策過Æ化が進み対策が進んでいる所の対策を参考にする。（町職員が}Èに行くべきではÐ）  

¦人口が増えてuしいª動物とÊれ合う場所を増やしてuしいª  

¦移住者が増え、また原住民の子・mが帰ってきたい様な町となってほしい。  

¦Zい家ÂにW力的な町づくり  
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¦移住者に½る。  

¦Zい人は、¬があれば土佐町にずっと住んでくれるÐ  

¦移住者が増えても空き家のŽ保がfしい  

¦地元に関わる活動に参加しよったら、愛着もわくÐ  

¦土佐町Éいじ¼ない（好きでもない。産まれ た所やし） 

¦地区外からの人が土佐町を選んで住んでくれる町。  

¦移住者が来ているかどうかもあまり分からないS（消防などで会う/会があれば分かるがS）  

¦医療費、学費«除（子ども）なのはÊ  

¦家が少ない。移住したいのにS  

¦一度来たら土佐町を好きになる（リピーター）は多い  

¦jけ入れ態勢充実  

¦使われていない家をリêームして住めるようにS  

¦移住してきてどこに¬があるかわからない  

¦全体的な職場のà料ËÌ  

¦コロナでリùートでも仕事できる。  

¦移住者がす,出て行ってしまうような政策ではだめ。  

¦Fnコンあれば仕事できる時代。  

¦³会の生活でÍれた人が増える。  

¦転入を増やすことが大切であることを、きちんとそれがñわっていけば、地域の方も„得して、一Ä

に地域をよくしていくことができるのではないか。 

¦トン%ルも開通し、市内に通う、通ってくる人もいる、川Î江にもアクセスできる、他所へ出ても住

みやすい町にして行けるのではないかと思う。 

¦人が一o多い地区。世代間の交流は大切やと思う。  

¦とにかくまず住居と土地をªS,Q単に入居できる家。  

¦消防団員の不足（Zい人）、地域の代表者として位置づけることでやりがいになるのでは。  

¦ 大学から帰ってきてアFートがない。‡と住めない。一人暮らし、気aに入れる単身アFートがない。

とりあえず帰ってきてすんでもらえるものが必要。 

! $
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【v 2030 年の土佐町w Šール 10 の実現状況を把握するための指標（インディケーター）及び施策】 

 

!  
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【現状と課題】 

第６次土佐町振興計画住民アンケートや、第７次土佐町振興計画の策定に向けた地域での]し合い・

pークqョップ、いずれの場面においても、町の行政運営や行財政についてのご意見を多数いただきま

した。職員が地域に•け=み、地域の課題QMや活性化に取り組むことが求められています。  

 

 近年の土佐町の一Ï会計当s予算は約 40 ¹'V程度。このうち、町O等の自主財源は 10 ¹'程度

であり、予算の 3¸4 を地方交付O（地方O収入が不足する地方公共団体に対して、一定の基準により国

から交付される資9）を代表とするÐ存財源が占めています。このため町の財政力のVさを示す「財政

力指数」（毎年の行政活動に必要な資9を、どれくらい自力で調達できるかを示す）も、全国平均の 0.50

程度に対し、0.20 で*ばいを続けています。  

 

 令和２年４月１日現在の一Ï行政職の 合計は 54人。近年はÑ職者数の増加もあり、全体の職員数は

減少してきています。町は平成 27年から「地域c当職員制度」を設けており、保育士を含む全職員を

８つのƒ小学校区単位で各地域に配置し、地域の実情や課題の把握、地域の活性化や課題QMに向けた

支援及び情報tu等に取り組んでいます。  

 

 前Aのように、町の財政には課題も多く存在することから、10 年(を見Yえた健全な財政運営に取り

組んでいく必要があります。一方で、人口減少や高齢化の進行に伴い、地域の課題も増加してきており、

時には新しい施策や思いきったことにも積極的に取り組んでいくことも必要となってきています。2030
年の「土佐町のありたい姿」の実現に向けて、町民と役場が一体となって協働する開かれたまちづくり

を推進するとともに、職員ひとりひとりが地域に•け=み、主体的に地域の課題QMに取り組んでいく

ことが必要となっています。そして、そのためにも町職員の人材育成を積極的に進めていくことが必要

となっています。 
 
 
（関連する町の代表的な計画） 

 ・土佐町財政計画 

 

 

【SDGs から見えてくる 2030 年の世界の姿】 

‰SDGs の中では、2030 年に向けて下記のŠールが•げられています。  

・Šール 16.6：あらEるØ­ルにおいて、有効でZ明ÒÃのあるÓ明性の高い公共/関を発™させ

る。 

・Šール 17.14：持続可能な開発のための政策の一貫性をV化する。  

・Šール 12.7：国内の政策や¢(事項に+って持続可能な公共調達の慣行を4進する。  

・Šール 5.5：政治、経済、公共分野でのあらEるØ­ルの意思M定において、Ò全かつ効果的な

女性の参画及び平等なリーダーqップの/会をŽ保する 。 
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¦職員の土佐町への課題への意識が低い。pークqョップを開くなら、町からのtÔもあるべきではÐ  

（こういう土佐町にしたらどうか等） 

¦後Õが上Öをx価する制度をR入してはÐ  

¦職員が地域にÓけ=んでいない  

¦要'しても職員が動かない。住民の要'に対応する課やòームの編成を行うべき  

¦職員教育 を×底 せよí Fp$ラ が職員間で行われているのではないか 

¦職員以外 の住民が職員をx価 する制度をR入してí  

¦â送りに職員として参加するならば、ñŒ行事をßり上げるような働きをしてほしい。（ただØって

いるだけではなく） 

¦コロナは9:的な8c。一Äにごø食べたり、飲んだりできない。入院しても家族に会えない。ö自

Ó者増加。  

¦コロナÙ者増えている。 G›ò› トラ­ル G›ò› イートの’“ ö経済をÎめるÚにもいかないS  f

しい。 

¦きっと田ðの良さがコロナをきっかけに理QされるöVみ  

¦コロナもあっておまつりをやる事に心配もある。  

¦いずれは土佐町にもコロナが入ってくる。ö病院関係の連Uができているか  

¦Z い人は {œF s査 をj けない。s査料（ 3 K'～） が高いö óÏ9 をí  

¦地区でお9使えるように  

¦がんばるóÏ9•充  

¦¬もできないのでは。  

¦目ì政策が必要  

¦ 10 年後に備えて¬を準備しておくか、考えるべき。  

¦思い切ったことしよう。  

¦空き家はあるが、Û家はない。  

¦空き家を(い上げて、別úとして売る  

¦町外者でも土佐町に家を建てたい人はいるª  

¦長期入院で家がcれる  

¦住宅施策  

¦独身住宅ほしい。  

¦住環境いる  

¦W山トン%ル。­ッドタéン  
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¦町営住宅で不在者の家の管理  

¦家が少ない。移住したいのにS  

¦TUな発想ができる  

¦きちんと住民のみんなにもÜÓした計画になる  

¦ストンとÝに·ちる、明Žな目標を住民に8えてあげると良い。  

¦おöしいでしょうが、とりあえず庁ðに入ったら声かけてほしい。  

¦昔は役場のおÎさんに学校で®んでもらいました。  

¦µ本読んです, 帰ってしまうのはさみしい・・・。 

¦子どもを知っていれば地区のイ­ントにも職員の方も入ってきやすいのではÐ  

¦各地区の公民館・体育館、住民が安くÛりられることが知られていないªもったいないª少しだけど

町の収入にもなると思う。Ûり方、料9表を住民にもっと知らせて ª 調理ÔとかÛりたい人いっßい

いる。 

¦老—化して いる施設をどうÁÞしていくか課題。e持ÁÞしていくとなると$:分野でのi術者が必

要。町としても$:のi術者の人、i術を持った方がe持管理をどういう風にしていくかしっかりし

ていかないといけない。 

¦町内に不要な建物とか、利用率の低い物について、•切な方法をしていただけたら。  

¦土佐町の ý{ 分かりづらい。uしい情報ない。  

¦「捨てる」はマイナス。プラスの言þが良い。  

¦老Z男女が一体となって守るべき、「3リジナルの土佐町」に  

¦全体的にZ者 、子どもが中心に前にでている。もっと高齢者も大事に言þを振興計画に入れてもらい

たいです。 

¦土佐町はすべての分野に対して対応できる、施設や仕組みはあると思う。町民の {F 方法を考えてñ

えていけば、地域の声に対応できると思います。（広報ßの充実＋à、町内 Ë送 の利用方法） 

¦今あるもののやり方、使い方を工ôすれば、 お9 を使わなくても地域の声には対応できるª  

¦ジ–ンダーの問題。ôの飲£áÎ、家で おるように。 

¦ あるべき姿を示す際に、それが「実現可能かどうか」の9査が大事。足すことばかりになってしまう

と、人が減っていく中では持続できない。âト、ùø、コト、<%、ココロ。新しいことを始めるた

めに、どのようにI^・I@をつくるかという}点も必要であると考える。  

$
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